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守口市議会議長
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あけまして おめ でとう ございますあけまして おめ でとう ございます

　新年明けましておめでとうございます。
　市民の皆様には、希望に満ちた晴れやかな新春を健やかにお迎えの
こととお慶び申し上げます。
　また、平素は市議会活動に対しまして、温かいご理解とご協力を賜り、
心から厚くお礼申し上げます。
　本年は「未年」であります。縁起話として、「群れをなす羊は家族の安泰
を示し、いつまでも仲良く暮らす事」や羊の文字には、「吉兆、幸い、めでた
い」という意味があるそうです。本年が市民の皆様にとりまして、誰もが幸
せを実感できる一年となりますようにお祈り申し上げますとともに、市議会と
いたしましても市と連携し、今後更なる市政発展に向け取り組んでまいり
ます。
　さて、昨年の日本経済はデフレからの脱却を掲げた政策により、若干回
復傾向にありましたが、消費税増税後は、個人消費の低迷が続いたこと
から、先行きが不透明な状況となっております。一日も早い安定した景気
回復を希望してやみません。
　一方、本市の財政状況においては、一般会計における実質収支が黒
字となりましたが、これからも安定した財政運営に向けて真摯に取り組む
とともに未来を担う子どもたちのため、学校耐震化や統廃合が進むなか、
これからも教育の充実などに努めてまいります。また、本年４月からは、医
療費助成を中学校卒業までに対象の拡充を行うなど、今後も市民の皆様
の誰もが安心して豊かに暮らせるまちづくりの実現に向け、鋭意努力して
まいる所存でございます。
　市議会といたしましても、身近で開かれた議会として、これまで本会議
の録画配信など、さまざまな情報発信を行ってまいりましたが、昨年７月に
は政務活動費の収支報告書および領収書などの写しを本市情報コーナ
ーで公開するとともに、市議会ホームページにも掲載いたしました。今後も
多様化する市民ニーズに的確に応えながら議員一丸となって全力を尽く
す所存でありますので、これからもご支援ご協力を賜りますようお願い申し
上げます。
　結びに、この一年が市民の皆様にとりまして、健康で幸せな年となりま
すよう心からお祈り申し上げまして、新年のご挨拶とさせていただきます。
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　新年明けましておめでとうございます。
　市民の皆様にはつつがなく新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。ま
た、平素から市政各般におきまして、格別のご理解とご協力を賜り、厚くお礼
申し上げます。
　昨年は、台風や記録的豪雨による土砂災害や御嶽山の噴火など自然災
害の脅威について再認識させられる年となりました。
　このような中、テニスの四大大会である全米オープンでの錦織圭選手の
快挙や、ノーベル物理学賞を受賞された３名の方々の活躍など、明るい出来
事に、日本中が歓喜に包まれ、私たちに勇気と感動を与え、多くの人の励みと
なったことと存じます。
　さて、昨今の日本経済はアベノミクスの経済政策により、順調な回復を辿っ
ておりましたが、昨年４月の消費税増税以降、個人消費などの国内民間需
要が低迷するなど、景気回復の実感は、地域経済にまで浸透しているとは
言い難いのが現状でございます。
　本市の財政状況に目を移しますと、一般会計の実質収支が黒字に転じる
など、改善の兆しがみられるものの、依然として、社会保障関連経費などの
割合が高い状況にあり、安定した財政運営への道のりは遠く、硬直状態に
あります。
　本市では、質の高い行政サービスの提供を可能とする組織とするため、
機構改革を実施し、施策の１つであった小中一貫校開校に向けた施設整
備や中学校給食の導入をはじめとする教育環境・子育て支援の充実など、
安心して子育てのできるまちづくりを推進してまいりました。
　将来にわたり安定的な財政基盤を構築し、市民の皆様にとって真に必要
な施策を実施していくために、引き続き、全庁一丸となって効率的な行財政
運営に努めてまいる所存でございます。
　そして、将来都市像を「育つ・にぎわう・響きあう　人と心が集うまち　
歓響都市もりぐち」と掲げ、すべての市民が夢と希望を抱き、子どもたちの笑
顔があふれるまちの実現に向け、鋭意取り組んでまいりますので、皆様には、
より一層の市政へのご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、今年が皆様にとりまして、希望に満ちた素晴らしい年となりますよ
う祈念申し上げまして、年頭のご挨拶とさせていただきます。
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 見やすい
１）全ページフルカラー

２）読みやすい書体
　　（※ユニバーサルフォント）

「文字の形が分かりやすい」「読み間違えにくい」「文
章が読みやすい」といった特徴を持つ書体を使用
し、スッキリした誌面作りを心掛けます。
　※ユニバーサルフォントとは…年齢や障害の有無に関係なく、できるだけ
　　多くの人が利用できるように考えられたデザイン・書体。

３）索引
目次とは別に、各ページの上部に索引（インデックス）を配置し、
一目で各コーナーがわかるようにします。

　新コーナー
１）特集
トップ記事
新年挨拶・市の行事など、市民にとって、
最も重要な記事を掲載します。

プロセス広報
行政が行う事業や経緯「現在進行形の市の施策（計画されている施策→コミュ二ティ
センター・大枝公園・市庁舎関係など）」を掲載します。

２）シリーズ
・市内の企業・商業などの紹介やインタビュー内容を掲載します。
・活動内容やアピールポイントなどを紹介、インタビューや投稿を掲載します。
・地域のイベントや行事などの紹介や、市民の皆さんの声を誌面に反映します。
　※その他、いろいろなテーマを決め順次連載します。

３）親子で考えるクイズ
 　　 ○頭脳体操

「広報もりぐち」の
　　ココがかわった

「広報もりぐち」の
　　ココがかわった

「広報もりぐち」の
　　ココがかわった

３３
11

22  スッキリ読める紙面
１）簡素化
各課・施設からのお知らせなどの情報について、見直しを行
い、項目を削減するなど、要点を捕らえ必要な情報をコンパ
クトに掲載します。

２）写真やイラストを多く採用
文字ばかりではなく、写真やイラストを多く採用することで
全体的にきれいに、親しみのある誌面を目指します。

福祉、健康、保険など、市からのお知
らせを掲載します。

施設案内、募集、催しなどを掲載し
ます。

市内の行事などを写真で掲載します。

 もりトピ（トピックス）

 もりナビ（ナビゲーション）

 もりアイ
（見るアイ・出アイ・郷土アイ）

タブロイド版 Ａ４版全面カラー

問 ℡広報広聴課 06-6992-1353,1356

右記の AR マークが付いている写真にスマート
フォンをかざすと、動画が再生されます。
動画の再生方法については、市ホームページのデジタ
ルコンテンツにアプリケーションのダウンロード方法
と、守口市チャンネルの登録方法を掲載しています。

４）動画（ＡＲ動画）
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「
第
29
回
守
口
市
民
ま
つ

り
」
が
11
月
１
日
・
２
日
の

２
日
間
、
京
阪
守
口
市
駅
周

辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
日
、
前
日
祭
で
は
飲
食

店
の
出
店
や
、
バ
ン
ド
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
る

中
、
光
輝
く
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
点
灯
さ
れ
ま
し

た
。

　
２
日
は
、
新
し
い
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
ア
メ
フ
ト
チ
ー
ム

の
魅
力
に
触
れ
た
り
、
ダ
ブ

ル
ダ
ッ
チ
に
参
加
す
る
イ
ベ

ン
ト
や
毎
年
恒
例
の
カ
ラ
オ

ケ
大
会
、
市
美
術
展
覧
会
優

秀
作
品
や
昔
遊
び
、
物
産
展

や
飲
食
店
な
ど
で
、
連
日
と

も
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
、

人
と
人
と
の
繋
が
り
を
感
じ

た
お
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

みんなで創って
　未来（あした）につながりを

感じたよ!!        

第29回 守口市民まつり

　
11
月
８
日
、
ム
ー
ブ
21
で
市

中
学
生
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
中
学
校
か
ら
の
代
表
20

人
の
ほ
か
、
第
三
中
学
校
夜
間

学
級
生
や
国
際
交
流
協
会
日
本

語
学
習
者
に
よ
る
ゲ
ス
ト
ス

ピ
ー
チ
も
あ
り
ま
し
た
。

　
中
学
生
た
ち
は
、
普
段
感
じ

た
こ
と
や
夢
、
目
標
な
ど
を
話

し
、
場
内
の
人
た
ち
は
、
そ
の

熱
い
思
い
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

優
勝
し
た
磯
山
来
実
さ
ん

（
第
二
中
３
年
）
を
は
じ
め
入

賞
し
た
生
徒
に
は
、
神
谷
慶
子

同
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会
代

表
ら
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

〜
中
学
生
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
〜

私
た
ち
の
思
い
を　

聞
い
て
く
だ
さ
い
！

　

お
お
く
ぼ
・
と

う
だ
幼
稚
園
合
同

で
10
月
30
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
２
回
目

に
な
り
ま
す
が
、
晴

天
に
恵
ま
れ
て
、
幼

稚
園
児
60
人
が
元

気
良
く
活
動
。
仮
装

し
た
先
生
や
手
作
り

の
衣
装
に
身
を
包
ん

だ
園
児
た
ち
で
、
園

庭
が
歓
声
や
笑
顔
で

華
や
か
に
彩
ら
れ
ま

し
た
。

ハロウィンパーティーで
盛り上がったよ！

おおくぼ・とうだ幼稚園合同

カメラアイもりアイ カメラアイ もりアイ
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特　集

な
ぜ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
　
　
　
　す
る
の
？

な
ぜ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
　
　
　
　す
る
の
？

　近
年
、自
治
体
広
報
誌
の
役
割
は
「
お

知
ら
せ
型
広
報
」
か
ら
「
市
民
ニ
ー
ズ

を
意
識
し
た
対
話
型
広
報
」
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、
地

域
に
お
け
る
行
事
や
投
稿
記
事
な
ど
を

取
り
入
れ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
画
と
、

地
域
活
動
の
共
有
を
図
る
こ
と
に
よ
っ

て
相
乗
効
果
が
得
ら
れ
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　文
字
が
読
み
や
す
く
、
写
真
な
ど
画

像
に
よ
る
情
報
の
伝
達
を
増
や
し
、
子

ど
も
に
も
興
味
を
持
っ
て
読
ん
で
も
ら

え
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
広
報
誌
の
作

成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

 見やすい
１）全ページフルカラー

２）読みやすい書体
　　（※ユニバーサルフォント）

「文字の形が分かりやすい」「読み間違えにくい」「文
章が読みやすい」といった特徴を持つ書体を使用
し、スッキリした誌面作りを心掛けます。
　※ユニバーサルフォントとは…年齢や障害の有無に関係なく、できるだけ
　　多くの人が利用できるように考えられたデザイン・書体。

３）索引
目次とは別に、各ページの上部に索引（インデックス）を配置し、
一目で各コーナーがわかるようにします。

　新コーナー
１）特集
トップ記事
新年挨拶・市の行事など、市民にとって、
最も重要な記事を掲載します。

プロセス広報
行政が行う事業や経緯「現在進行形の市の施策（計画されている施策→コミュ二ティ
センター・大枝公園・市庁舎関係など）」を掲載します。

２）シリーズ
・市内の企業・商業などの紹介やインタビュー内容を掲載します。
・活動内容やアピールポイントなどを紹介、インタビューや投稿を掲載します。
・地域のイベントや行事などの紹介や、市民の皆さんの声を誌面に反映します。
　※その他、いろいろなテーマを決め順次連載します。

３）親子で考えるクイズ
 　　 ○頭脳体操

「広報もりぐち」の
　　ココがかわった

「広報もりぐち」の
　　ココがかわった

「広報もりぐち」の
　　ココがかわった

３３
11

22  スッキリ読める紙面
１）簡素化
各課・施設からのお知らせなどの情報について、見直しを行
い、項目を削減するなど、要点を捕らえ必要な情報をコンパ
クトに掲載します。

２）写真やイラストを多く採用
文字ばかりではなく、写真やイラストを多く採用することで
全体的にきれいに、親しみのある誌面を目指します。

福祉、健康、保険など、市からのお知
らせを掲載します。

施設案内、募集、催しなどを掲載し
ます。

市内の行事などを写真で掲載します。

 もりトピ（トピックス）

 もりナビ（ナビゲーション）

 もりアイ
（見るアイ・出アイ・郷土アイ）

タブロイド版 Ａ４版全面カラー

問 ℡広報広聴課 06-6992-1353,1356

右記の AR マークが付いている写真にスマート
フォンをかざすと、動画が再生されます。
動画の再生方法については、市ホームページのデジタ
ルコンテンツにアプリケーションのダウンロード方法
と、守口市チャンネルの登録方法を掲載しています。

４）動画（ＡＲ動画）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
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「広報もりぐち」リニューアル………………………

地元の商工業をかわいがってください………

                               　 　　～商工業を支える～
産業の発展が市の発展へ…………………………
もりトピ［税・保険、福祉・健康、くらし・環境
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29～33
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「
第
29
回
守
口
市
民
ま
つ

り
」
が
11
月
１
日
・
２
日
の

２
日
間
、
京
阪
守
口
市
駅
周

辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
日
、
前
日
祭
で
は
飲
食

店
の
出
店
や
、
バ
ン
ド
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
る

中
、
光
輝
く
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
点
灯
さ
れ
ま
し

た
。

　
２
日
は
、
新
し
い
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
ア
メ
フ
ト
チ
ー
ム

の
魅
力
に
触
れ
た
り
、
ダ
ブ

ル
ダ
ッ
チ
に
参
加
す
る
イ
ベ

ン
ト
や
毎
年
恒
例
の
カ
ラ
オ

ケ
大
会
、
市
美
術
展
覧
会
優

秀
作
品
や
昔
遊
び
、
物
産
展

や
飲
食
店
な
ど
で
、
連
日
と

も
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
、

人
と
人
と
の
繋
が
り
を
感
じ

た
お
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

みんなで創って
　未来（あした）につながりを

感じたよ!!        

第29回 守口市民まつり

　
11
月
８
日
、
ム
ー
ブ
21
で
市

中
学
生
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
中
学
校
か
ら
の
代
表
20

人
の
ほ
か
、
第
三
中
学
校
夜
間

学
級
生
や
国
際
交
流
協
会
日
本

語
学
習
者
に
よ
る
ゲ
ス
ト
ス

ピ
ー
チ
も
あ
り
ま
し
た
。

　
中
学
生
た
ち
は
、
普
段
感
じ

た
こ
と
や
夢
、
目
標
な
ど
を
話

し
、
場
内
の
人
た
ち
は
、
そ
の

熱
い
思
い
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

優
勝
し
た
磯
山
来
実
さ
ん

（
第
二
中
３
年
）
を
は
じ
め
入

賞
し
た
生
徒
に
は
、
神
谷
慶
子

同
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会
代

表
ら
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

〜
中
学
生
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
〜

私
た
ち
の
思
い
を　

聞
い
て
く
だ
さ
い
！

　

お
お
く
ぼ
・
と

う
だ
幼
稚
園
合
同

で
10
月
30
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
２
回
目

に
な
り
ま
す
が
、
晴

天
に
恵
ま
れ
て
、
幼

稚
園
児
60
人
が
元

気
良
く
活
動
。
仮
装

し
た
先
生
や
手
作
り

の
衣
装
に
身
を
包
ん

だ
園
児
た
ち
で
、
園

庭
が
歓
声
や
笑
顔
で

華
や
か
に
彩
ら
れ
ま

し
た
。

ハロウィンパーティーで
盛り上がったよ！

おおくぼ・とうだ幼稚園合同

カメラアイもりアイ カメラアイ もりアイ
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商
工
会
議
所
っ
て

　
ど
う
い
う
所
？

　
商
工
会
議
所
の
会
頭
で
あ
る
平

井
治
さ
ん
に
、
い
ろ
い
ろ
お
話
を

伺
っ
て
み
ま
し
た
。

　
商
工
会
議
所
の
役
割
は
、「
商

工
会
議
所
法
に
定
め
ら
れ
た
目
的

が
あ
り
、
商
工
業
の
総
合
的
な
改

善
・
発
展
を
図
る
。
異
業
種
交
流

に
よ
り
事
業
所
間
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
異
分
野
の
人
や
団
体
が

協
力
し
て
制
作
す
る
こ
と
）
を
推

進
し
、
相
互
事
業
の
展
開
を
拡
大

す
る
。
要
す
る
に
事
業
の
発
展
を

図
っ
て
い
く
こ
と
。
そ
れ
と
同
時

に
地
域
貢
献
と
福
祉
の
増
進
に
役

立
つ
こ
と
」
と
の
こ
と
。
商
工
会

議
所
は
、
基
本
的
に
会
員
の
組
織

で
、
会
員
は
市
内
で
１
千
269
事
業

所（
平
成
２６
年
１１
月
現
在
）で
す
。

　
支
援
方
法
は
？

　
会
員
に
対
し
て
、
各
企
業
の
情

報
の
提
供
や
国
・
府
・
市
か
ら
の

補
助
金
の
情
報
提
供
な
ど
を
通
じ

て
経
営
相
談
に
の
っ
て
健
全
な
経

営
を
し
て
も
ら
う
。
融
資
の
問
題

も
含
め
て
、
い
ろ
い
ろ
な
相
談
に

の
る
の
が
日
常
業
務
で
す
。
そ
の

ほ
か
、
研
修
業
務
や
平
成
26
年
度

は
４
回
連
続
講
座
の
「
創
業
塾
」

を
市
の
創
業
支
援
事
業
計
画
と
連

携
し
て
開
催
し
、
創
業
希
望
者
５１

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
創
業
塾
で
す
が
、
特
定
創

業
支
援
事
業
と
い
う
の
が
あ
り
、

創
業
塾
の
受
講
者
が
市
に
申
請
を

し
、
証
明
書
を
発
行
し
て
も
ら
う

と
、
例
え
ば
株
式
会
社
の
登
録
免

許
税
が
半
額
に
な
る
、
１
千
万
円

の
融
資
枠
が
１
千
５００
万
円
に
な
る

な
ど
、
特
典
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
非
常
に
好
評

で
し
た
。

　
商
工
会
議
所
で
は
、
そ
う
い
っ

た
会
員
も
、
非
会
員
で
も
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
商
工
業
の
状
態

　
商
工
業
を
発
展
さ
せ
る
に
は
、

「
現
状
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」

を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
に
な

り
ま
す
。
で
は
、
そ
の
点
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
状
況
と
言
え
る

の
で
し
ょ
う
？

　
商
業
界
は
な
か
な
か
発
展
し
て

い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
長
い
間

デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
（
物
価
下
落

と
利
益
減
少
が
繰
り
返
さ
れ
る
深

刻
な
状
況
の
こ
と
）
が
続
い
て
い

て
、販
売
価
格
が
下
が
っ
て
い
き
、

苦
し
い
状
態
で
あ
る
の
は
確
か
で

す
。

　
そ
れ
に
加
え
大
規
模
店
が
出
店

し
て
き
て
お
り
、
地
元
で
買
い
物

し
て
い
た
の
が
大
規
模
店
に
行
っ

て
一
週
間
分
を
買
い
だ
め
を
す
る

な
ど
、
地
元
で
の
購
買
意
欲
が
低

下
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
場
合
、
大
手
の
会
社
が

あ
っ
て
、
そ
の
下
に
下
請
け
企
業

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
従
業

員
が
働
い
て
い
た
わ
け
で
す
が
、

大
手
企
業
の
海
外
進
出
な
ど
で
従

業
員
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
き
ま

し
た
。
市
内
の
労
働
人
口
が
減
る

と
い
う
こ
と
は
、
夕
方
か
ら
一
杯

飲
み
に
行
っ
て
い
た
人
た
ち
も
存

在
し
な
く
な
る
。
企
業
の
衰
退
や

移
転
に
よ
り
、
見
え
な
い
人
口
が

た
く
さ
ん
減
っ
て
い
っ
て
い
る
わ

け
で
す
。

　
商
店
街
は
、売
る
だ
け
で
な
く
、

ご
年
配
の
人
た
ち
の
交
流
の
場
の

一
つ
に
な
っ
て
い
て
、
お
じ
い
さ

ん
お
ば
あ
さ
ん
が
元
気
に
会
話
す

る
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
い
う
状
況
で
す
の
で
、
１４

の
商
店
街
が
情
報
を
共
有
し
、
で

き
れ
ば
共
同
で
イ
ベ
ン
ト
を
や
ろ

う
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
な
こ
と
を
進
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　
工
業
に
つ
い
て
も
、
今
ま
で
は

大
手
の
会
社
が
あ
っ
て
、
そ
の
中

請
け
・
下
請
け
会
社
が
乾
電
池
や

部
品
な
ど
を
製
作
し
て
い
ま
し

た
。
そ
う
い
っ
た
会
社
の
付
き
合

い
の
中
で
、
中
小
企
業
は
頑
張
っ

て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
が

　
「
新
し
く
会
社
を
立
ち
上
げ

る
」「
店
を
開
く
」「
経
営
を
維

持
す
る
」
と
言
っ
て
も
、
簡
単

な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
人
を
支
援
す
る
所
が
あ

る
こ
と
を
、
皆
さ
ん
は
ご
存
知

で
す
か
。
商
工
業
の
振
興
は
、

市
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
も
の
。

　
記
念
す
べ
き
第
１
回
目
の
特

集
は
、「
商
工
業
の
発
展
」
に

焦
点
を
当
て
、
商
工
会
議
所
を

紹
介
し
ま
す
。

地
元
の
商
工
業
を

　
　
　
　か
わ
い
が
っ
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
商
工
業
を
支
え
る
〜

熱く語る平井治商工会議所会頭
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特　集

な
く
な
っ
て
き
た
た
め
、
み
ず
か

ら
何
か
新
し
い
事
業
を
始
め
な
い

と
い
け
な
い
な
ど
、
非
常
に
迷
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

最
近
で
は
大
手
の
会
社
も
グ

ロ
ー
バ
ル
化
し
て
海
外
に
進
出
し

て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
狭
間
で
、

中
小
企
業
は
今
、
非
常
に
つ
ら
い

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
悠
然
と
事

業
を
し
て
い
る
会
員
は
お
ら
れ
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
大
変
な
苦
労
を
な

さ
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
商
工
業
を
活
性
化

　
さ
せ
る
に
は

　
こ
う
い
っ
た
現
状
か
ら
、
活
性

化
さ
せ
る
た
め
に
ど
う
い
っ
た
対

策
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

　
現
在
い
ろ
い
ろ
な
国
の
補
助
金

が
出
て
い
る
中
、
商
工
会
議
所
と

し
て
は
、
そ
う
い
う
情
報
を
商
・

工
に
伝
え
、
意
欲
の
あ
る
と
こ
ろ

に
は
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
い
た
だ
く
。

こ
う
い
っ
た
体
制
を
作
っ
て
い
く

に
は
、
市
と
パ
イ
プ
を
つ
な
ぎ
、

お
互
い
が
情
報
を
共
有
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
。
例
え
ば
、
国
の
に

ぎ
わ
い
補
助
金
、
ま
ち
づ
く
り
補

助
金
、
こ
れ
ら
を
市
に
推
薦
状
を

書
い
て
も
ら
っ
て
国
に
出
す
。
そ

う
い
っ
た
大
き
な
支
援
策
が
打
た

れ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
補

助
金
な
ど
を
知
っ
て
い
る
人
も
少

な
い
う
え
、
知
っ
て
い
て
も
資
料

作
り
が
大
変
な
の
で
、
制
度
を
活

用
す
る
た
め
の
資
料
作
成
支
援
な

ど
、
足
腰
の
し
っ
か
り
し
た
企
業

と
し
て
立
ち
直
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
協
力
を
し
て
い
く
の
が
役
目

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

小
さ
な
会
社
で
も
特
殊
な
技
術
を

持
っ
て
い
る
会
社
は
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
Ｐ

Ｒ
（
宣
伝
）
す
る
た
め
に
展
示
会

を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
は
商
・

工
併
せ
て
４1
社
が
出
展
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
は
、
市
か
ら
出
展
補

助
金
と
し
て
協
力
も
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、

市
と
商
工
会
議

所
で
お
互
い
連

絡
を
取
り
合
い
、

情
報
を
速
や
か

に
会
員
や
市
民

の
皆
さ
ん
に
伝

達
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、

そ
れ
に
反
応
が

あ
れ
ば
素
早
く

対
応
す
る
。
そ

の
対
応
も
、
商

工
会
議
所
の
職

員
は
電
話
で
会

話
す
る
の
で
は
な
く
、
会
社
な
ど

に
出
向
い
て
顔
を
合
わ
せ
て
話
を

す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
、
と
い

う
こ
と
を
常
々
言
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
へ

　
最
後
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
何

か
一
言
お
伝
え
す
る
こ
と
は
？

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
事
業
者
・

商
店
を
も
う
一
度
見
直
し
て
ほ
し

い
。
５０
年
以
上
市
内
で
営
業
を
し

て
い
る
企
業
も
た
く
さ
ん
あ
る
。

そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
見
直
し
て
、

見
守
り
育
て
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
住
・
商
・
工
の
皆
さ
ん
が
お
互

い
を
認
め
合
い
な
が
ら
、
街
づ
く

り
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、商
業
で
い
う
と「
お

買
い
物
は
、
で
き
る
限
り
地
元
で

し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。「
地
元
の
商
店
街
を

か
わ
い
が
っ
て
く
だ
さ
い
」
が
願

い
で
す
。
工
業
に
関
し
て
は
、
市

の
工
業
は
こ
れ
だ
け
良
い
も
の
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
場

所
が
必
要
。
こ
う
い
う
も
の
が
あ

る
と
い
う
Ｐ
Ｒ
を
も
っ
と
や
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
中
小
企
業
の
存
続
発
展
、
商
店

街
の
活
性
化
を
求
め
て
ま
い
進
し

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

（
平
成
26
年
11
月
4
日
取
材
）

平井　治氏

　平成19年11月より、守口門真商工会議所副会頭
　　同　25年11月より、同会議所会頭

　　同　21年 6 月より、守口市商業連盟理事長として現在に至る

守口門真商工会館
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　「
守
口
」
で
育
つ

　
私
が
市
民
と
な
っ
た
の
は
、
昭

和
４２
年
（
１
９
６
７
年
）
小
学
校

６
年
生
で
し
た
。

　
当
時
は
、
大
枝
公
園
の
建
設
が

始
ま
っ
た
頃
で
、「
自
転
車
で
探

検
だ
！
」
と
駆
け
回
っ
て
い
ま
し

た
。

　
教
室
の
窓
か
ら
、
南
西
に
大
阪

城
、
東
か
ら
南
に
は
生
駒
の
山
並

み
が
見
え
、
目
の
前
に
は
田
ん
ぼ

や
ハ
ス
畑
が
広
が
り
、
旧
松
下
乾

電
池
の
工
場
や
町
工
場
が
建
ち
始

め
、
働
く
人
の
住
宅
が
建
設
さ
れ

る
…
。

　
今
思
え
ば
、
市
の
人
口
が
増
加

し
、
の
ど
か
な
時
代
か
ら
産
業
の

発
展
に
伴
い
市
街
地
化
へ
の
最
中

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
景
色
の
変

化
が
子
ど
も
心
に
楽
し
か
っ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
２０
歳
く
ら
い
ま
で
は
、
松
下
・

三
洋
の
企
業
城
下
町
と
し
て
下
請

け
の
中
小
・
零
細
企
業
の
工
場
が

増
え
た
こ
と
で
、
定
住
・
通
勤
人

口
の
増
加
に
伴
い
、
商
店
街
や
一

般
店
舗
も
活
況
を
呈
し
、
町
に
活

気
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
途
中
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
や
ド

ル
シ
ョ
ッ
ク
も
あ
り
ま
し
た
が
、

大
企
業
と
そ
れ
を
支
え
る
下
請
け

の
努
力
で
持
ち
直
し
、
バ
ブ
ル
経

済
へ
と
つ
な
が
る
わ
け
で
す
が
、

市
の
市
街
地
化
は
一
層
進
み
、
マ

ン
シ
ョ
ン
や
大
型
店
舗
の
建
ち
並

ぶ
都
市
へ
と
変
貌
し
ま
し
た
。

産
業
発
展
の
裏
に

　
こ
う
し
た
産
業
の
発
展
は
市
税

収
入
を
潤
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

福
祉
の
充
実
と
い
う
恩
恵
を
も
た

ら
し
、
市
は
交
通
至
便
で
住
み
よ

い
街
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
町
工
場
が
建
ち
、
人
口

増
に
伴
う
住
居
建
設
な
ど
の
引
き

替
え
に
農
地
が
減
り
、
か
つ
て
の

の
ど
か
さ
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊

後
、
大
企
業
の
海
外
流
出
と
と
も

に
日
本
経
済
は
空
洞
化
が
進
み
ま

す
。

　
企
業
城
下
町
で
あ
っ
た
守
口
市

も
、
商
店
街
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が

次
々
と
下
ろ
さ
れ
る
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
空
き
工
場
や
商
店
の
跡
地
に
戸

建
て
住
宅
が
建
ち
、
現
在
は
住
・

工
・
商
・
農
混
在
の
街
と
な
っ
て

お
り
、
共
生
の
街
づ
く
り
が
今
後

の
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。届

け
！

「
地
域
貢
献
」
の
思
い

　
そ
れ
で
も
頑
張
る
企
業
も
あ
り

ま
す
。

　
今
ま
で
の
下
請
け
か
ら
特
殊
な

技
術
を
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
内
外
へ

発
信
、
新
た
な
製
品
に
挑
戦
！
商

業
分
野
で
は
、
買
い
物
し
や
す
く

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
商
店
街
を

目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
な
ど
の
工
夫
が
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
農
業
分
野
で
も
、
丹
精
込
め
て

作
っ
た
地
元
産
の
安
心
・
安
全
な

農
作
物
を
朝
市
で
販
売
し
た
り
、

学
校
給
食
の
食
材
と
し
て
提
供
す

る
こ
と
に
よ
る
地
産
地
消
の
推
進

な
ど
の
ほ
か
、
災
害
が
起
こ
っ
た

と
き
の
た
め
に
、
農
地
を
防
災
協

力
農
地
と
し
て
登
録
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
皆
さ
ん
の
共
通
の

思
い
、
そ
れ
は
「
地
域
貢
献
」。

各
分
野
で
、
市
民
ま
つ
り
や
地
域

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
「
秘
め
た
る
思

い
」を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

地
域
に
絆き

ず
なが

生
ま
れ
、
潤
い
の
あ

る
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
こ

と
を
願
い
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

身
近
に
あ
る

「
市
の
伝
統
」

　
私
は
、
地
場
産
業
の
発
展
無
く

し
て
市
の
発
展
は
な
い
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
活
気
の
あ

る
守
口
に
住
み
続
け
る
に
は
、
こ

う
し
た
普
段
な
か
な
か
目
に
止
ま

ら
な
い
こ
と
や
市
内
の
産
業
を

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
だ

と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

広
報
誌
の
刷
新
を
好
機
と
捉

え
、
市
が
産
業
を
発
信
す
る
こ
と

で
、
皆
さ
ん
の
地
場
産
業
へ
の
理

解
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

産
業
の
発
展
が
市
の
発
展
へ

産
業
の
発
展
が
市
の
発
展
へ

続
い
て
、
時
国
和
親
　地
域
振
興
課
長
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

特　集
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昨
年
に
個
人
市
・
府
民
税
（
以
下
「
個
人

住
民
税
」）
申
告
書
を
提
出
し
た
人
を
対
象

に
、
平
成
27
年
度(

平
成
26
年
分
）
の
個
人

住
民
税
申
告
書
を
１
月
19
日
（
月
）
ご
ろ
に

発
送
予
定
で
す
。

　
新
た
に
個
人
住
民
税
申
告
書
が
必
要
な
人

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
１
月
下
旬

に
掲
載
し
ま
す
。

問
課
税
課
市
民
税
係

℡
０
６・６
９
９
２・１
４
５
６

　
償
却
資
産
と
は
、
土
地
お
よ
び
家
屋
以
外

の
事
業
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
産

で
、
そ
の
減
価
償
却
額
（
費
）
が
法
人
税
法

ま
た
は
所
得
税
法
の
規
定
に
よ
る
所
得
の
計

算
上
、
損
金
ま
た
は
必
要
な
経
費
に
算
入
さ

れ
る
も
の
を
言
い
ま
す
。

　

市
内
に
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人

は
、
平
成
２７
年
１
月
１
日
現
在
の
償
却
資
産

の
内
容
（
取
得
年
月
、
取
得
価
格
、
耐
用
年

数
な
ど
）
を
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
月
２
日
（
月
）
ま
で
に
申
告
書
を
課
税
課

家
屋
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
課
税
課
家
屋
係

℡
０
６・６
９
９
２・１
４
７
４

　
市
で
は
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
【
電
子
申
告
＝
（
地

方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
）】
を
利
用
し
た

「
給
与
支
払
報
告
書
」
の
提
出
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
詳
し
い
内
容
や
手

続
き
な
ど
は
、（
社
）地
方
税
電
子
化
協
議
会

HPhttp://w
w

w
.eltax.jp/

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
給
与
支
払
報
告
書
を
電
子
申
告
す

る
と
、
紙
で
の
提
出
は
、
不
要
で
す
。
給
与

支
払
報
告
書
の
提
出
期
限
は
、
２
月
２
日

（
月
）
で
す
。

問
課
税
課
市
民
税
係

℡
０
６・６
９
９
２・１
４
５
６

「
給
与
支
払
報
告
書
」の
提
出
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で

個
人
住
民
税
申
告
書
の
発
送

　市では、平成２７年度分個人住民税の申告受付を２月
１６日（月）～３月１６日（月）（土・日曜を除く）に中央
公民館で行いますが、混雑緩和のため、下表のとおり臨
時・休日受付をします。申告に関する関係書類および印
かんを持参してください。
　なお、所得税の確定申告や還付申告は、税務署へ申告
してください。税務署へ確定申告や還付申告を提出し
た人は、個人住民税の申告の必要はありません。

個人住民税申告の
臨時・休日受付

日程 公民館 受付時間
２月  ３日（火） 東部 ９：３０～１４：００

４日（水） ９：３０～１２：００
５日（木） 庭窪 ９：３０～１４：００
６日（金） 南部 ９：３０～１２：００

１４日（土） 中央 １０：００～１５：００３月１５日（日）

■臨時・休日受付会場

税
の
お
知
ら
せ

 

償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）の
申
告

インター
ネットで

簡単便利
に♬

税もりトピ

お気軽に
問い合わせて

ください
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税もりトピ 税 もりトピ

　
公
的
年
金
な
ど
収
入
金
額
の

合
計
額
が
４００
万
円
以
下
（
注
１
）

で
、
か
つ
、
公
的
年
金
な
ど
に

係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額

（
注
２
）
が
２０
万
円
以
下
で
あ

る
場
合
に
は
、
所
得
税
の
確
定

申
告
を
す
る
必
要
が
な
く
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
場
合
で
も
、
所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申

告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所

得
以
外
の
所
得
が
あ
り
、
そ
の
所

得
金
額
が
２０
万
円
以
下
で
所
得

税
の
確
定
申
告
が
必
要
の
な
い

場
合
で
も
、
住
民
税
の
申
告
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
（
注
１
）
複
数
か
ら
受
給
し
て

い
る
場
合
は
、
そ
の
合
計
額
で

す
。

※
（
注
２
）「
公
的
年
金
な
ど
に

係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
」
で

主
な
も
の
の
所
得
金
額
の
計

算
方
法
は
、
左
表
の
と
お
り
で

す
。

～
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
人
へ
～

所得の種類 所得の内容 所得金額の計算方法

給与所得 給与・賞与、パー
ト収入など

なお、 給与などの収
入金額が ８５ 万円を
超える場合には、 所
得金額は ２０ 万円を
超えることになりま
す。

雑所得
（公的年金など以外）

個人年金、原稿
料、シルバー人
材センターの配
分金収入など

総収入金額－必要
経費

配当所得
※上場株式などに係
る配当所得の申告
不要制度を選択した
場合は除きます。

株 式や出資の
配当など

収入金額－株式など
を取得するための借
入金の利子

一時所得 生命保 険の満
期返戻金など

｛ 総収入金額－収入
を得るために直接要
した金額－特別控除
額 （ 最高 ５０ 万円 ）｝×
1/2

 

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

固定資産税・
都市計画税

～納税通知書の再発行～

　

納
税
通
知
書
は
、
納
税
通
知

書
の
名
宛
人
に
「
固
定
資
産
税

額
の
確
定
」
と
「
納
付
を
請
求
」

す
る
も
の
で
あ
り
、
納
税
通
知

書
の
送
達
を
受
け
た
人
に
は
、

賦
課
処
分
と
い
う
法
的
効
果
が

発
生
し
ま
す
。

　

す
で
に
納
税
通
知
書
が
送
達

さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

再
度
納
税
通
知
書
を
発
行
す
る

と
、
納
税
義
務
者
の
人
に
２
回

賦
課
処
分
を
行
っ
た
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
再
発
行

で
き
ま
せ
ん
。
納
税
通
知
書
を

紛
失
な
ど
の
場
合
で
、
課
税
内

容
を
再
度
確
認
し
た
い
と
き
は
、

名
寄
帳
の
写
し
を
交
付
（
有
料
）

し
て
い
ま
す
の
で
、
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

ご存知
ですか納税通知書を

紛失したら？

　
個
人
市
・
府
民
税
（
普
通
徴
収

分
）、固
定
資
産
税・都
市
計
画
税
、

軽
自
動
車
税
な
ど
の
納
期
が
過
ぎ

て
い
ま
す
。
納
め
て
い
な
い
人
は

至
急
納
税
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

問
納
税
課

℡
０
６・６
９
９
２・１
８
５
１

　
　
　
　
　
　
　
～
１
８
５
４

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

市
税
の
納
付

　個人市・府民税（普通徴収分）、固定資産
税・都市計画税、軽自動車税などの納付に
は、便利な口座振替をぜひ利用してくださ
い。なお、平成 ２７ 年度分口座振替の申し込
みや変更は、３月 31 日（火）までに納税課または
市内金融機関などで申し込んでください。
　すでに利用している人は、自動継続されます。
問納税課　℡ ０６-６９９２-１８５１～１８５４

納税には
便利な口座振替の
ご利用を

＜広告＞ ＜広告＞

広告掲載のお問い合わせは、㈱ライダース・パブリシティ（℡06-6343-0331）へ。広告内容に関する一切の責任は広告主へ帰属します。
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税もりトピ

　
災
害
に
よ
り
住
宅
や
家
財
な
ど

に
損
害
を
う
け
た
と
き
は
、
確
定

申
告
な
ど
で
「
災
害
減
免
法
」
に

定
め
る
税
金
の
軽
減
免
除
に
よ
る

方
法
、「
所
得
税
法
」
に
定
め
る

雑
損
控
除
の
方
法
の
ど
ち
ら
か
有

利
な
方
法
を
選
ぶ
こ
と
に
よ
っ

て
、
所
得
税
の
全
部
ま
た
は
一
部

を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
確
定
申
告
が
必
要
な
人　

①
所
得
税
の
納
付
額
を
軽
減
す
る

た
め
、
災
害
減
免
法
や
雑
損
控

除
の
適
用
を
受
け
る
人

②
事
業
者
の
人
で
、
被
災
な
ど
に

よ
り
所
得
金
額
が
赤
字
に
な
っ

た
人
で
、
純
損
失
の
金
額
を
翌

年
以
後
に
繰
り
越
す
人
（
白
色

申
告
者
の
場
合
と
青
色
申
告
者

の
場
合
で
は
計
算
方
法
が
異
な

り
ま
す
）

③
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
な
ど
で
、

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た

め
、
災
害
減
免
法
や
雑
損
控
除

の
適
用
を
受
け
る
人
（
源
泉
徴

収
票
の
「
源
泉
徴
収
税
額
」
欄

が
「
０
」
と
な
っ
て
い
る
場
合

に
は
、
所
得
税
は
還
付
さ
れ
ま

せ
ん
）

④
そ
の
年
中
の
給
与
な
ど
に
つ
い

て
、
災
害
減
免
法
に
よ
り
源
泉

徴
収
税
額
の
徴
収
猶
予
や
還
付

を
受
け
た
人

⑤
雑
損
控
除
の
金
額
が
所
得
金
額

を
上
回
る
た
め
、
引
き
切
れ
な

か
っ
た
雑
損
失
の
金
額
を
翌
年

に
繰
り
越
す
人
な
ど

◆
用
意
し
て
い
た
だ
く
も
の

①
被
害
を
受
け
た
住
宅
の
取
得
年

月
、
床
面
積
お
よ
び
自
家
用
車

の
取
得
年
月
な
ど
が
分
か
る
も

の（
売
買
契
約
書
な
ど
で
そ
の

取
得
価
格
の
分
か
る
も
の
お
よ

び
修
繕
費
な
ど
の
災
害
関
連
支

出
の
領
収
書
が
残
っ
て
い
れ
ば

併
せ
て
用
意
し
て
く
だ
さ
い
）

②
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る

金
額
が
あ
る
場
合
、
そ
の
金
額

が
分
か
る
書
類

③
り
災（
被
災
）証
明
書
の
写
し
な

ど
④
源
泉
徴
収
票
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
方
）
な
ど
の
確
定
申
告
関
係

の
書
類

⑤
振
込
先
金
融
機
関
の
口
座
番
号

（
申
告
す
る
方
の
名
義
の
口
座

に
限
る
）の
分
か
る
も
の
、
印

か
ん

問
門
真
税
務
署

℡
０
６
・
６
９
０
９
・
０
１
８
１

問
課
税
課
市
民
税
係

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
４
５
６

～
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
人
へ
～

災害減免法 所得金額の計算方法
損失の発生原因 災害による損失に限られます。 災害、盗難、横領による損失が対象となります。

対象となる資産
の範囲など

損害額が住宅または家財の２分の１以上
であることが必要です。

（損害額とは、所得税法の差引損失額
と同じです。）

生活に通常必要な資産に限られます。
（ 棚卸資産や事業用の固定資産、山林、 生活に通常必要でない資産
は除かれます ）

控除額の計算
または所得税の
軽減額

その年の
所得金額

所得税の
軽減額

控除額は次の①と②のうちいずれか多い方の金額です。
①差引損失額ー所得金額の １０ 分の １
②差引損失額のうち災害関連支出の金額－５ 万円
（注）
イ　 差引損失額 ＝ 損失金額－保険金などによって補てんされる金額
ロ　 災害関連支出滅失した住宅、 家財を除去するための費用など災

害などに関連してやむを得ない支出をした金額をいいます。
※イの「損害金額」には、ロの「災害関連支出」の金額を含みま

す。 	

５００ 万円以下 全額免除
５００ 万円　
７５０ 万円以下 ２分の１の軽減

７５０ 万円超
１,０００ 万円以下 ４分の１の軽減

参考事項

・損 害を 受けた 年 分 の 所 得 金 額 が
1,000 万円以下の人に限ります。

・「被災した住宅、家財等の損失額の計
算書」など、住宅または家財の損失
状況が分かる書類を確定申告書に添
付することが必要です。

・ 災害関連支出については、領収書を確定申告書に添付するか、 確
定申告書を提出する際に提示することが必要です。

・ 損失額が大きくて、その年の所得金額から控除しきれない金額は、
翌年以後 ３ 年間に繰り越して各年の所得金額から控除できます。

広告掲載のお問い合わせは、㈱ライダース・パブリシティ（℡06-6343-0331）へ。広告内容に関する一切の責任は広告主へ帰属します。

＜広告＞
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門
真
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
は
「
守
口
門
真
商
工
会
館
」

　
還
付
申
告
セ
ン
タ
ー
で
は
、
申

告
書
用
紙
・
届
出
書
な
ど
の
交

付
、
申
告
書
作
成
ア
ド
バ
イ
ス

お
よ
び
申
告
書
の
受
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。
住
所
に
か
か
わ
ら

ず
、
ど
こ
の
会
場
で
も
利
用
で

き
ま
す
。

署外申告会場

会場 開催日程
【土・日曜、祝日を除く※】 相 談 時 間

守口門真商工会館
２月  ４ 日（水）

～

３月 １６ 日（月）

９：００～１７：００
※�混雑状況により、１６ 時

頃に受付を終了する場合
があります。

還付申告センター

会場 開催日程
【土・日曜、祝日を除く※】 相 談 時 間

ＪＲ北新地駅前会場
（大阪駅前第２・
  第３ビル間地下歩道）

２月３日（火）～ ２７ 日（金） ９：３０～１６：００

枚方会場
（メセナひらかた６Ｆ） ２月４日（水）～ １３ 日（金） １０：００～１６：００

奈良会場
（奈良県西奈良県民センター） ２月３日（火）～ １３ 日（金） ９：３０～１６：００

※開催日程の期間中、税務署庁舎内に申告相談会場はありません。
※閉庁日対応により、２ 月 ２２ 日および ３ 月 １ 日の日曜日は開催する予定です。
※�贈与税の申告相談についても、署外申告会場（守口門真商工会館）で対応してい

ます。

還付申告特設会場

会場 開催日程 相談時間
大東市立市民会館

（２階大集会室） ２月４日（水）～６日（金） ９：３０～１１：３０

１３：００～１５：００四條畷市民総合センター
（１階展示ホール） ２月12 日（木）・13 日（金）

２
月
4
日（
水
）か
ら

確
定
申
告
相
談
会
場

開
設

至京橋

国
道
163
号
線

守口門真
商工会館

国道163号線

菊水通2

門真市駅 京阪電車

至枚方市

柳町

中
央
環
状
線

コーナン

モノレール
門真市駅

近
畿
自
動
車
道

確定申告会場

税務署消防署

N

還
付
申
告
セ
ン
タ
ー

開
設

時�

２
月
４
日（
水
）～
３
月
１６
日

（
月
）

※
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く（
た

だ
し
、
２
月
２２
日（
日
）、
３

月
１
日（
日
）は
開
設
。
大
変

混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
）

時
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
門
真
市
殿
島
町
６

－

４

※
会
場
で
は
納
税
で
き
ま
せ
ん

（
近
く
の
金
融
機
関
な
ど
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
）

　
開
設
期
間
中
、
門
真
税
務
署
庁

舎
内
で
は
作
成
済
の
申
告
書
の
受

付
（
提
出
）、
納
税
、
納
税
証
明

書
の
発
行
お
よ
び
用
紙
の
交
付
の

み
を
行
い
、
申
告
相
談
は
行
い
ま

せ
ん
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
会
場
の
都
合
上
、
な
る
べ
く
午

後
４
時
ご
ろ
ま
で
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
会
場
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

問
門
真
税
務
署
個
人
課
税
部
門

℡
０
６・６
９
０
９・０
１
８
１

※
自
動
音
声
に
よ
る
案
内
で
す
。

ア
ナ
ウ
ン
ス
に
従
い
操
作
し

て
く
だ
さ
い
。

保険もりトピ 税 もりトピ
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医
療
保
険
や
介
護
保
険
に
は
、

支
払
わ
れ
た
自
己
負
担
額
に
つ
い

国
民
健
康
保
険・後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給
申
請
書
を
送
付

国民健康保険料
夜間・休日納付相談

　平日や昼間、仕事などで忙しい人は利用してくだ
さい。
夜　間　1月１９日（月）・２０日（火）・２２日（木）・２３日（金）
　　　　いずれも１９：３０まで
休　日　1月２５日（日）１０：００ ～ １５：００
場保険収納課、保険課　市役所本館１階
℡０６-６９９２-１５３８、1532、１５４５
※�来庁時は、夜間休日受付出入口（正面玄関側）を利

用してください。
※�車で来庁した人を対象に、相談時間帯のみ臨時駐

車場を夜間休日受付出入口（正面玄関側）の前に設
置していますが、駐車台数に限りがありますので、
ご協力をお願いします。

区 分 国保＋介護保険
（70～74歳の世帯）

国保＋介護保険
（70歳未満の世帯）

後期高齢者医療制度
+介護保険

一定以上所得者
（上位所得者） 67万円 126万円 67万円

一　般 56万円 67万円 56万円

市民税非課税Ⅱ 31万円
34万円

31万円

市民税非課税Ⅰ 19万円 19万円

て
、
そ
れ
ぞ
れ
高
額
療
養
費
や
高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
制
度
な
ど
に

よ
り
月
単
位
で
上
限
額
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
両
方
を
負

担
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
高
額
介
護
合
算
療
養

費
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
と

は
、
一
年
間
の
医
療
保
険
と
介
護

保
険
の
自
己
負
担
額
を
合
算
し
、

一
定
の
限
度
額
を
超
え
る
と
高
額

介
護
合
算
療
養
費
と
し
て
支
給
す

る
制
度
で
す
。
高
額
介
護
合
算
療

養
費
は
世
帯
単
位
で
計
算
し
、
自

己
負
担
限
度
額
は
上
表
の
と
お
り

で
す
。
該
当
者
に
は
高
額
介
護
合

算
療
養
費
支
給
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
。

※�

自
己
負
担
額
の
合
算
額
か
ら
自

己
負
担
限
度
額
を
差
し
引
い
た

と
き
、
５００
円
以
上
で
あ
る
場
合

に
支
給
し
ま
す
。
た
だ
し
、
医

療
保
険
と
介
護
保
険
の
ど
ち
ら

か
の
自
己
負
担
額
が
０
円
で
あ

る
場
合
は
支
給
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

合
算
対
象
期
間　
平
成
２５
年
８
月

１
日
～
平
成
２６
年
７
月
３１
日
ま
で

の
１２
か
月
間

合
算
対
象
自
己
負
担
額　
保
険
医

療
機
関
な
ど
で
支
払
っ
た
自
己
負

担
額
の
合
計
額
が
対
象
で
す
。

※�

た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
７０
歳
未
満
の
人

は
、
１
つ
の
医
療
機
関
で
月
２

万
１
千
円
を
超
え
た
自
己
負
担

額
の
み
が
合
算
対
象
と
な
り
、

高
額
療
養
費
に
該
当
し
、
支
給

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

は
、
そ
の
支
給
額
を
控
除
し
た

額
が
支
給
対
象
で
す
。

申
請
方
法　

≪
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
≫

　
該
当
者
に
は
支
給
申
請
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
保
険
課
ま
で
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。

※�
な
お
、
平
成
２５
年
８
月
１
日
～

平
成
２６
年
７
月
３１
日
ま
で
の
間

に
次
の
事
由
に
該
当
す
る
人

は
、「
自
己
負
担
額
証
明
書
」

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

必
要
な
人
は
、
保
険
課
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

○�

転
入
や
転
出
に
よ
り
保
険
証
が

変
更
と
な
っ
た
人

≪
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入

者
≫

　
該
当
者
に
は
府
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
か
ら
支
給
申
請
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
府
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
ま
で
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。

※�

な
お
、
平
成
２５
年
８
月
１
日
～

平
成
２６
年
７
月
３１
日
ま
で
の
間

に
次
の
事
由
に
該
当
す
る
人

は
、
申
請
書
が
送
付
さ
れ
て
い

な
く
て
も
申
請
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
府
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
問

い
合
わ
せ
し
て
く
だ
さ
い
。

○�

転
入
や
転
出
に
よ
り
お
住
ま
い

の
市
町
村
に
変
更
が
あ
っ
た
人

○�

新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
た
人

保
険
の
お
知
ら
せ

申
請
書
の
送
付
時
期

≪
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
≫

問
保
険
課
給
付
係

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
４
５

≪
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入

者
≫

問�

府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

給
付
課

℡
０
６
・
４
７
９
０
・
２
０
３
１

平
成
２７
年
１
月
末
頃
を
予
定

保険もりトピ
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現
行
の
「
守
口
市
老
人
福
祉
計

画
」
お
よ
び
「
第
３
期
守
口
市
障

害
福
祉
計
画
」
の
目
標
年
次
は
、

平
成
２６
年
度
ま
で
で
す
。

　
市
で
は
、
平
成
２７
年
度
を
初
年

度
と
す
る
新
計
画
の
策
定
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
こ
の
た
び
計
画
書

（
素
案
）を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、

　
市
で
は
、
両
給
付
金
の
申
請
受

付
を
１０
月
１
日
（
水
）
ま
で
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
修
正

申
告
な
ど
で
平
成
２６
年
度
分
の
市

民
税（
均
等
割
）が
非
課
税
と
な
っ

た
り
、
災
害
な
ど
の
事
由
で
申
請

が
で
き
な
か
っ
た
人
な
ど
や
む
を

得
な
い
場
合
に
は
、
２
月
２７
日

（
金
）
ま
で
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
日
を
過
ぎ
て
の
申

請
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
詐
欺
な
ど
に
注
意

○�

市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
Ａ
Ｔ

Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の

現
金
自
動
支
払
機
）
の
操
作
を

お
願
い
す
る
こ
と
は
、
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

○�

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、

他
人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で

も
ら
う
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。

○�

市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
「
臨

時
福
祉
給
付
金
」
や
「
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
の
給

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

閲
覧
場
所　
高
齢
介
護
課
、
障
害

福
祉
課
、
市
民
保
健
セ
ン
タ
ー
、

佐
太・菊
水
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

障
害
者
・
高
齢
者
交
流
会
館
、
市

民
・
大
日
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、

各
公
民
館
に
各
計
画
書（
素
案
）、

募
集
要
領
お
よ
び
意
見
提
出
用
紙

を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

募
集
期
間　
1
月
16
日
（
金
）
～

～
守
口
市
老
人
福
祉
計
画（
素
案
）・

　
守
口
市
障
害
福
祉
計
画（
素
案
）～

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ
び

　
　
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
に
つ
い
て

　
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
社
会
福
祉
の
た
め
に
】

匿
名
１
件

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

市
造
園
協
力
会
、
社
会
福
祉
法

人
清
水
福
祉
会
・
南
地
区
福
祉

委
員
会
、匿
名
２
件
、匿
名
（
切

手
１
千
５９６
枚
）

善

意

2
月
16
日
（
月
）

提�

・
問
各
計
画
担
当
課
へ
持
参
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
「
守
口
市
老
人
福
祉
計
画
」　

高
齢
介
護
課

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
６
１
０

FAX
０
６
・
６
９
９
５
・
２
０
１
１

�M
o

ri_k
o

u
re

i@
city-

m
origuchi-osaka.jp

▽
「
守
口
市
障
害
福
祉
計
画
」　

障
害
福
祉
課

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
６
３
５

FAX
０
６
・
６
９
９
１
・
２
４
９
４

�M
o

ri_sho
ugai@

city-
m

origuchi-osaka.jp

付
の
た
め
に
、
手
数
料
な
ど
の

振
込
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

問�

健
康
福
祉
部
総
務
課　
福
祉
・

子
育
て
給
付
金
担
当

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
７
０

健
康
の
お
知
ら
せ

福
祉
の
お
知
ら
せ

時
１
月
２０
日（
火
）午
後
１
時
３０
分

場
市
民
保
健
セ
ン
タ
ー

対
市
内
在
住
の
人

内�

医
師
、
栄
養
士
、
保
健
師
、
運

動
指
導
士
に
よ
る
生
活
習
慣
病

　
女
性
の
か
ら
だ
に
は
、
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な

変
化
が
起
こ
り
ま
す
。
自
分
の
体

を
知
り
、
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

時
１
月
１６
日（
金
）午
後
１
時
３０
分

相談内容 相談日 場　所 受付時間

市民一般
健康相談

1月7日（水）・
14日(水)

市民保健
センター 14：00

～

15：00
1月21日(水) 東部公民館

1月28日(水) 佐太老人福
祉センター

歯科健康
相談

1月11日（日）・
   25日(日)

歯科休日
応急診療所
（市民保健セ
ンター1階）

10：00

～

11：30

おくすり
に関する
健康相談

1月7日(水)

市民保健
センター

14：00

～

15：00

保健師
による
総合相談

常時開設（土・
日曜、祝日を
除く）専用電話
℡06-6993-
2098

9：00

～

17：00

場
市
民
保
健
セ
ン
タ
ー

対
市
内
在
住
の
女
性

内
女
性
婦
人
科
医
師
の
お
話

申
・
問
市
民
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
２
２
１
７

予
防
の
お
話

注�

健
診
結
果
を
持
っ
て
い
る
人
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問
市
民
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
２
２
１
７

～
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
て
、

　
　
　
　
　

“
健
康
で
長
生
き
”し
ま
し
ょ
う
～

～
自
分
の
体
は
自
分
で
守
ろ
う
～

健康相談  

ヘ
ル
シ
ー
ラ
イ
フ
教
室

 

女
性
の
た
め
の
健
康
教
室

健康もりトピ 福祉・健康 もりトピ
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日
本
脳
炎
は
、
高
熱
、
頭
痛
、

お
う
吐
、
意
識
障
害
や
け
い
れ
ん

な
ど
を
主
徴
と
す
る
ウ
イ
ル
ス
性

の
急
性
脳
炎
で
、
感
染
者
の
１００
～

１
千
人
に
１
人
が
脳
炎
を
発
症
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
定
期
接
種
の
対
象
者
（
表
１
）

　
１
期（
初
回
２
回
・
追
加
１
回
）

＝
生
後
６
～
９０
か
月
に
至
る
ま
で

２
期
（
１
回
）
＝
９
～
１３
歳
未
満

○
特
例
措
置
の
対
象
者
（
表
２
）

　
平
成
１７
～
２１
年
度
に
か
け
て
、

予
防
接
種
の
積
極
的
勧
奨
差
し
控

え
に
よ
り
接
種
す
る
機
会
を
逃
し

た
人
に
対
す
る
特
例
措
置
が
あ
り

ま
す
。

①�

平
成
１９
年
４
月
２
日
～
２１
年
１０

月
１
日
生
ま
れ
で
、
平
成
２２
年

３
月
３１
日
ま
で
に
１
期
を
終
了

し
て
い
な
い
人

　
１
期
の
不
足
分
は
、
生
後
６
～

９０
か
月
に
至
る
ま
で
の
間
、
ま
た

は
９
～
１３
歳
未
満
の
間
に
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。
２
期
は
、
従
来
ど

お
り
９
～
１３
歳
未
満
の
間
に
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。

　

９
～
１３
歳
未
満
の
間
に
１
期

（
追
加
）
を
受
け
た
場
合
は
、
接

種
終
了
後
６
日
以
上
間
隔
を
あ
け

て
、２
期
を
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

②�

平
成
７
年
４
月
２
日
～
１９
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人

　
特
に
、「
平
成
１７
年
４
月
２
日

～
１９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
」

は
１
期
の
初
回
追
加
を
、「
平
成

８
年
４
月
２
日
～
９
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
人
」
は
２
期
を
接
種
で

き
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
接
種
で
き
て
い
る
か
を
母
子

健
康
手
帳
で
確
認
し
、
不
足
が
あ

れ
ば
２０
歳
未
満
（
２０
歳
の
誕
生
日

の
前
日
ま
で
）
に
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。

　
接
種
回
数
は
、（
表
３
）
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
場
所　
守
口
、
門
真
、
寝
屋

川
、
大
東
、
四
條
畷
市
の
各
委
託

医
療
機
関

問
市
民
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
２
２
１
７

日
本
脳
炎
予
防
接
種
実
施
中

定期接種 年　齢 備　考

1期 （※1）生後6～90か月（7歳6か月）に至るまで 初回接種として、6日以上（標準的には6～28日）の間隔をおいて2回、初回
接種終了後6か月以上（標準的にはおおむね1年）経過後に追加接種1回実施

2期 （※2）9～13歳未満 1回
※1…（例）1月1日に生まれた人は、6月30日（生後6か月）～7年後の6月30日（生後7歳6か月）まで
※2…（例）�1月1日に生まれた人は、8年後の12月31日（9歳の誕生日前日）～12年後の12月31日（13歳の誕生日前日）まで

表1

特例措置 生年月日 備　考　

① 平成19年4月2日～21年10月1日生まれであり、
平成22年3月31日までに1期を終了していない人

生後90か月までに1期（初回2回と追加）が完了しない場合は、9～
13歳未満の間に1期の残りの回数と、2期の接種を行ってください。

② 平成7年4月2日～19年4月1日生まれの人
生後90か月までに1期（初回2回と追加）が完了しない、または9～
13歳未満で2期が完了しない場合は、20歳未満の間に残りの回数を
接種してください。

表2

接種履歴 時　期 接種方法

1期

過去に全く接種を受けて 
いない人

20歳未満

1期の1回目と2回目を6日以上（標準的には6～28日）の間隔をあけて接種し、
6か月以上の間隔をおいて1期の追加を接種し、9歳以上で2期を1回接種

過去に1回接種を受けた人 1期の2回目と1期の追加を6日以上の間隔で接種し、9歳以上で2期を1回接種
過去に2回接種を受けた人 1期の追加を1回接種し、9歳以上で2期を1回接種

2期 過去に3回接種を受けた人 9歳以上20歳未満 1期追加終了後、6日以上の間隔をおいて2期の接種として1回接種
過去に4回接種を受けた人 接種の必要はありません

表3

時�

１
月
１４
日
（
水
）、
２
月
４
日

（
水
）
午
後
１
時
３０
分
～
２
時

３０
分（
診
察
は
午
後
２
時
か
ら
）

場�

市
民
保
健
セ
ン
タ
ー

対�

生
後
１
歳
に
至
る
ま
で
（
１
歳

の
誕
生
日
の
前
日
）

備�

標
準
的
な
接
種
時
期
で
あ
る
生

後
５
～
８
か
月
の
間
に
接
種
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま

た
、
発
熱
し
て
い
る
、
急
性
疾

患
に
か
か
っ
て
い
る
、
予
防
接

種
や
外
傷
な
ど
に
よ
る
ケ
ロ
イ

ド
が
あ
る
な
ど
、
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
が
不
適
当
な
状
態

に
あ
る
場
合
は
、
接
種
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

持�

母
子
健
康
手
帳

注�

他
の
予
防
接
種
を
接
種
途
中
の

人
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
２
２
１
７

ＢＣＧ
予防接種

健康もりトピ
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◆
対
象
者
（
接
種
当
日
）

①
６５
歳
以
上
の
人

②
６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
の
人
で
、

心
臓
、じ
ん
臓
、呼
吸
器
の
機
能
、

ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
免
疫
の
機
能
障
害
を
有
す

る
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
を
所
持

す
る
人
、
ま
た
は
１
級
相
当
と
認

め
ら
れ
る
人
（
医
師
の
診
断
書
が

必
要
）

◆
接
種
費
用

　
①
・
②
の
該
当
者
が
、
市
内
委

託
医
療
機
関
お
よ
び
門
真
、
寝
屋

川
、
大
東
、
四
條
畷
市
の
各
委
託

医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合
（
本

人
負
担
額
）
は
１
千
円
。

　
ま
た
、
①
・
②
に
該
当
す
る
人

の
う
ち
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
、

本
人
負
担
額
を
全
額
免
除
し
ま

す
。
た
だ
し
、
接
種
す
る
前
に
必

医　療　機　関　名 所　在　地 ℡（市外局番06）
51 さかいクリニック 大日東町１－１８（３Ｆ） ６９０４－０００５
52 吉良整形外科 高瀬町３－９－１１ ６９９８－７６００
53 大槻医院 高瀬町５－６－１５ ６９９１－３５７６
54 （医)貴和会　奥田医院 高瀬町５－９－１０ ６９９８－６７９３
55 桑名クリニック 滝井西町１－５－５ ６９９３－０７８５
56 （医)創健会　賴内科胃腸科 滝井元町１－８－７ ６９９１－６３１１
57 喜多整形外科 滝井元町２－５－１０ ６９９７－３００４
58 岡井医院 竹町６－７ ６９９１－４１１９
59 大島医院 竜田通２－７－６ ６９９１－２８７５
60 (医)愛友会　長尾診療所 寺方錦通３－１－１２－１０５ ６９９７－２０５０
61 博多医院 寺方本通４－３－１４ ６９９３－４０４１
62 酒井内科 寺方元町１－１６－１８ ６９９２－７６５５
63 はかたクリニック 寺方元町１－１６－１８ ６９９５－６７８０
64 （医)井上医院 土居町３－９ ６９９１－２９３１
65 （医)博愛会　守口診療所 東光町１－２２－２０ ６９９２－１０８１
66 内田診療所 東光町１－２８－１１ ６９９２－２７８０
67 （医)大江医院 東光町２－８－１３ ６９９２－２８００
68 （医)愛泉会　愛泉会病院 藤田町１－５３－１２ ６９０４－１３１３
69 （医)佑希会　米田医院 藤田町４－４８－５ ６９１６－０３００
70 村杉医院 豊秀町２－１３－３ ６９９２－３３７６
71 （医)英進会　良本循環器内科 長池町５－１ ６９９１－１５４７
72 （医)優和会　いぬいクリニック 橋波東之町１－１０－１０ ６９９６－３５４５
73 前田医院 馬場町１－１－２ ６９９１－１３３４
74 （医)秋田医院 東町１－１２－１ ６９０３－３０５０
75 ふさおかこどもクリニック 日向町６－１３ ６９９１－１６１１
76 あずま在宅医療クリニック 紅屋町７－１２ ６９９１－８０１０
77 さかもと整形 北斗町８－７ ６９９６－８８００
78 坂口内科 本町１－６－１３ ６９９２－０５６５
79 森﨑クリニック 本町１－８－１ ６９９３－１０８５
80 吉岡内科クリニック 本町２－１１（４Ｆ） ６９９５－６８５５
81 (医）慈翔会　沼脳神経外科クリニック 本町２－１－２４（１Ｆ） ６９６７－８０００
82 つた耳鼻咽喉科 本町２－２－１１ ４２５０－８７８７
83 （医)小野山診療所 本町２－５－３２ ６９９１－０３８５
84 菱田医院 南寺方中通１－５－１ ６９９１－２８７２
85 村田内科クリニック 南寺方中通１－７－３２ ６９９５－６６００
86 （医)袋井医院 南寺方中通３－１０－８ ６９９５－２０８６
87 （医）慈恩会　森脇クリニック 南寺方東通３－１－１４ ６９９５－７７００
88 （医）清水会　鶴見緑地病院 南寺方南通３－４－８ ６９９７－０１０１
89 たしろクリニック 八雲北町２－２６－２ ６９９７－５０２０
90 （医)水谷クリニック 八雲北町３－３７－４０ ６９９２－３３３３
91 木下クリニック 八雲中町２－１２－２６ ６９０３－１０７２
92 （医)西浦会　京阪病院 八雲中町３－１３－１７ ６９０８－２０１９
93 （医)天野医院 八雲西町２－１６－１３ ６９９２－２３２６
94 戸田診療所 八雲東町２－５７－６ ６９０９－１３１８
95 (医)垣鍔耳鼻咽喉科・アレルギー科 八雲東町２－８２－２２（３Ｆ） ６７８０－１１８７
96 （医)粟井胃腸科内科 淀江町３－７ ６９０９－５１０１
97 きたにし耳鼻咽喉科 淀江町３－７（２Ｆ） ６９０２－４１３３
98 さくらクリニック 寺方錦通１－１０－３ ６９９４－８７３９
99 アイル在宅医療クリニック 寺内町２－７－３ ６９９８－１１１６
100 中村たかクリニック 外島町２番リバーサイドもりぐち ６９９３-５７７０

平成 26 年度　守口市インフル　エンザ委託医療機関一覧

※�なお、予約制の医院および一部行ってい
ない医院がありますので、念のため事前
に電話での確認をお願いします。

※�予防接種については、上記の市内医療機
関および門真、寝屋川、大東、四條畷市
の各委託医療機関でも受けることができ
ます。
　�　ただし、それ以外の市町村や、委託医

療機関以外で接種した場合は、有料にな
りますので注意してください。

ず
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

無
料
接
種
券
」
発
行
の
手
続
き
を

市
民
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
生
活

福
祉
課
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
②
に
該
当
す
る
人
は
、
手
続
き

の
際「
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し
」

ま
た
は
「
診
断
書
の
写
し
」
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

無
料
接
種
券
」
の
使
用
は
、
市
内

委
託
医
療
機
関
お
よ
び
門
真
、
寝

屋
川
、
大
東
、
四
條
畷
市
の
各
委

託
医
療
機
関
に
限
り
ま
す
。

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る

人
は
全
額
免
除
の
対
象
外
で
す
。

高
齢
者
対
象

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

～
1
月
31
日（
土
）ま
で
実
施
～

健康 もりトピ
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時日時　内内容　場場所　対対象　定定員　申申し込み　講講師　￥費用　保一時保育　持持ち物　備備考　注注意事項　提提出
配配布　問問合せ　℡電話番号　7フリーダイヤル　FAX ファクス　 メール　HPホームページ　　※無料の場合は掲載を省略しています。

医　療　機　関　名 所　在　地 ℡（市外局番06）
1 （医）まちだクリニック 梅園町２－３０（２Ｆ） ６９９５－５６９９
2 関谷クリニック 梅町１１－１ ６９９２－７７７８
3 （医)杉島医院 大枝北町１０－３ ６９９１－２９８６
4 はたの整形外科・内科 大枝北町１－１ ６９９２－７５７２
5 木股医院 大枝北町１－２０ ６９９６－０８３３
6 （医)誠心会　森口医院 大枝西町１５－８ ６９９１－０５９３
7 （医)辻診療所 大久保町１－３４－６ ６９０１－３０５６
8 （医）裕正会　岩宮整形外科 大久保町２－２６－１０ ６９０７－８８５３
9 （医）博心会　坂本整形外科 大久保町３－３４－８ ６９００－７００１
10 （医）再生未来　京阪クリニック 大久保町３－３４－８（２Ｆ） ６９０２－１００１
11 竹田クリニック 大久保町３－３４－８（２Ｆ） ６９００－６２６２
12 北原医院 大久保町４－１－７ ６９０２－３６２３
13 中村医院 大庭町１－２２－２１ ６９０８－００３７
14 石井内科医院 梶町４－４－１２ ６９０７－３７１２
15 （医)松尾医院 春日町３－４ ６９９７－５６９３
16 （医)石田医院 金下町１－８－６ ６９９２－８８１４
17 （医)橋本クリニック 金下町２－１２－５ ６９９１－２５５５
18 きよたクリニック 河原町１０－１５ ６９９２－５５１７
19 （財)大阪ゆうゆうの里診療所 河原町１０－１５ ６９９１－３６３６
20 大野クリニック 河原町１３－１３ ６９９６－０３３３
21 田中医院 菊水通１－２－１ ６９９２－７７７１
22 （医)すがの診療所 菊水通２－４－１０ ６９９６－３９７１
23 けいはん医療生活協同組合　さつき診療所 菊水通３－２－５ ６９９１－１１０１
24 （医)塩見クリニック 金田町１－２１－４１ ６９０１－７７３３
25 佐藤外科 金田町１－７１－１３ ６９０１－２７７７
26 乾がん免疫クリニック 金田町６－１４－１７ ６９０２－５２５１
27 吉岡医院 京阪北本通４－７ ６９９１－２８５９
28 三明整形外科 京阪本通１－３－２（４Ｆ） ６９９１－７２７１
29 （医)中村医院 京阪本通２－１０－１４ ６９９１－１６４７
30 藤井医院 京阪本通２－１５－４ ６９９１－０６１３
31 北川クリニック 京阪本通２－１６－５ ６９９３－０３６６
32 よしなかクリニック 京阪本通２－３－１ ６９９１－６２７６
33 (医)恵珠会　みずたに皮膚科 京阪本通２－３－５ ６９９６－２８１０
34 川嶋レディースクリニック 京阪本通２－８－１１（２Ｆ） ６９９５－５５２５
35 （医)しげた耳鼻咽喉科 小春町２－１５（２Ｆ） ４２５０－１１８７
36 （医)山本診療所 小春町２－１５（３Ｆ） ６９９７－１１８８
37 加藤クリニック 西郷通１－１０－１ ６９９２－８６０６
38 白井医院 西郷通１－１５－１８ ６９９１－３２９０
39 オカダ医院 西郷通３－２－１４ ６９９８－５５０８
40 中筋診療所 桜町４－１８ ６９９８－７８９９
41 高橋クリニック 桜町６－８（２Ｆ） ６９９５－７５２８
42 （社医)弘道会　守口生野記念病院 佐太中町６－１７－３３ ６９０６－１１００
43 どいクリニック 佐太東町１－２２－１１ ６７８０－１５８０
44 （医)浄光会　寺西外科内科 佐太東町１－３８－２ ６９０５－８７８７
45 （医)山中クリニック 佐太東町２－３－５ ６９０５－２２５５
46 （医)彩樹　守口けいじん会クリニック 早苗町３－７ ６９９５－１０００
47 西山外科 松月町２－２０ ６９９４－７８６０
48 秋山医院 松月町４－３４ ６９９１－２７１０
49 松下記念病院 外島町５－５５ ６９９２－１２３１
50 かじうらクリニック 大日町３－２５－１７ ６９０１－２９９５

平成 26 年度　守口市インフル　エンザ委託医療機関一覧

対象者

① ② ①②に該当する人のうち

65歳以上の人
60歳以上65歳
未満で、対象者
②に該当する人

生活保護世帯の人

必要
書類

健康保険証など
（年齢確認のため）

身体障害者手帳
の写しまたは診
断書

左記必要書類のほかに
インフルエンザワクチン
無料接種券

接種
費用 1,000円 なし

◆
接
種
時
の
持
ち
物

◆
接
種
に
あ
た
っ
て

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
重
症
化
予
防
が
で
き

ま
す
が
、
接
種
後
、
痛
み
や
熱
を

伴
っ
て
は
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
気
に
な
る
症
状
が
出
た

場
合
は
、
接
種
し
た
医
療
機
関
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
れ
に
重
篤
な
症
状
を
引
き
起

こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
体
調

の
良
い
日
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
２
２
１
７

急患のときは
●休日応急診療所
（大宮通１－１３－７、
� 市民保健センター内）
▽内科・小児科
　℡０６－６９９８－９９７０
　土曜日
　　18：00～20：30
　日曜、祝日
　　10：00～12：00
　　13：00～16：30
　　18：00～20：30
▽歯科
　℡０６－６９９８－９９４５
　日曜、祝日
　　10：00～11：30
　　13：00～16：30

●北河内夜間救急
　センター
（枚方市禁野本町２－１３－１３、
　枚方市立保健センター４階）
▽小児科
　℡０７２－８４０－７５５５
　毎日
　　20：30 ～翌日5：30
　　（診療は21：00～翌日6：00）

※�健康保険証を持参。往診はい
たしません。

広報もりぐち１２月１日号１６面
において、北河内夜間救急
センターにおける年末年始
の診療科目を「内科・小児
科」と記載しましたが、「小
児科」のみの診療となります。

訂　正
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厚
生
労
働
省
で
は
、
医
療
関
係

者
の
就
業
状
況
な
ど
を
把
握
し
、

医
療
・
公
衆
衛
生
行
政
の
基
礎
資

料
を
得
る
た
め
、
２
年
ご
と
に
調

査
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
が
そ
の

実
施
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
届
出

は
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
届
出
を
さ
れ
る
人
お
よ
び
届
出

先
○
届
出
内
容

平
成
２６
年
１２
月
３１
日
現
在
の
状

況
○
届
出
期
間

１
月
５
日（
月
）～
１５
日（
木
）

ま
で
の
間

該当する方 届出先

医師、歯科医師、薬剤師
の免許を所有している人

守口保健所

保健師、助産師、看護師、
准看護師、歯科衛生士、
歯科技工士でその業務に
従事している人

主な勤務先を
管轄する保健
所

○
届
出
用
紙

各
保
健
所
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
大
阪
府
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が

可
能
で
す
。

HP�http://w
w

w
.pref.osaka.

lg.jp/

注�

詳
細
は
、
府
守
口
保
健
所
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

℡
０
６
・
６
９
９
３
・
３
１
３
１

時
１
月
２５
日
（
日
）
午
前
１０
時

場
市
民
保
健
セ
ン
タ
ー

対
パ
パ
と
妊
娠
中
の
マ
マ

定
先
着
１５
組

内�

赤
ち
ゃ
ん
の
お
ふ
ろ
の
実
習
や

パ
パ
の
妊
婦
体
験
な
ど

注
運
動
し
や
す
い
服
装

持
母
子
健
康
手
帳

申�・

問　
１
月
２３
日
（
金
）
ま
で

に
市
民
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
２
２
１
７

内　　　容 と　き 費用 連　絡　先
HIV検査（匿名可）
※梅毒・クラミジアの同時検査可

原則、第2・4月曜日（祝日を除く）
10:00 ～ 11:00 無料

（注1） 地域保健課
℡06-6993-3132、3133
※検査日の前週金曜日までに電話予約要

肝炎ウイルス検査（※予約制） 原則、第2・4月曜日（祝日を除く）
11:00 ～ 11:30

風しん抗体検査（※予約制）（注2） 原則、第1・3月曜日（祝日を除く）
10:00 ～ 11:00 無料

こころの健康相談（予約制） 詳しくは問い合わせください

水質検査、検便・ぎょう虫検査 毎週火曜日（祝日を除く）
9:30 ～ 11:30

有料 
（注3）

衛生課
℡06-6993-3134

犬猫に関する相談
引き取りの相談

（窓口が変更）
平日　9:00 ～ 17:45 －

大阪府動物管理指導所四條畷分室
（四條畷保健所と併設）四條畷市江瀬美町1－16
℡072-862-2170

（注1）有料の場合もあり
（注2）対象は、妊娠を希望する女性とその配偶者、または妊娠している女性の配偶者
（注3）検査容器は保健所で用意

守口保健所の各種相談

名　　称 と　き 受付時間 場　　所 対　象　児 　(者）

4か月児健診

6日（火）

9：30～10：30

市民保健センター 平成26年8月16日～9月15日生
※�案内状を郵送しますので、案内状が届いてからお越しく

ださい。なお、できるだけ市民保健センターで受診して
ください。

8日（木） 東部公民館
20日（火） 市民保健センター
22日（木） 庭窪公民館

1歳6か月児健診 15日（木）

13：00～14：00

市民保健センター

平成25年 6月 1日～15日生
29日（木） 平成25年 6月16日～ 末日生

2歳児歯科健診 16日（金） 平成24年12月 1日～15日生
30日（金） 平成24年12月16日～ 末日生

3歳6か月児健診 9日（金） 平成23年 6月 1日～15日生
23日（金） 平成23年 6月16日～ 末日生

離乳食講習会（前期） 21日（水） 13：00～13：30
（13：30開始）

5～8か月児の離乳食の講義と試食（試食は保護者のみ）
電話予約要（先着20人）

育児相談 14日（水） 13：30～14：00 乳幼児の食事・卒乳・しつけ・遊び方など、育児全般につい
て相談を受け付けます。

乳児後期健康診査 府内の委託医療機関で受診（受診票にて無料） 9か月～1歳未満の乳児（受診票は4か月児健診で配布）
※母子健康手帳と健康保険証を必ず持参してください。
※1歳6か月児・2歳児歯科・3歳6か月児健診時は、歯ブラシを持参してください。持参しない人は、歯ブラシを使っての指導はできません。
※駐車場は有料です。駐車台数に限りがありますので、なるべく他の交通機関を利用してください。

乳幼児健康診査・相談など

　～プレパパ＆プレママ
　　教室日曜版～

 

医
療
関
係
者
の
皆
さ
ん
へ妊娠・出産・

育児を
楽しもう！

くらしもりトピ 健康 もりトピ
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育
児
に
積
極
的
な
男
性
を
意
味

す
る
「
イ
ク
メ
ン
」
と
い
う
言
葉

が
、
流
行
語
大
賞
を
と
っ
た
の
は

２
０
１
０
年
の
こ
と
だ
。
確
か
に

街
を
歩
く
と
、
乳
母
車
を
押
す
男

性
や
抱
っ
こ
ベ
ル
ト
で
赤
ち
ゃ
ん

を
抱
く
男
性
の
姿
は
、
確
実
に
増

加
し
て
い
る
。

　
私
が
子
育
て
し
て
い
た
２５
年
ほ

ど
前
に
、
こ
ん
な
経
験
を
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
講
演
の
た
め
に
子

ど
も
を
抱
っ
こ
ベ
ル
ト
に
入
れ
て

連
れ
て
行
っ
た
と
き
の
こ
と
だ
。

乗
っ
た
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
が

「
奥
さ
ん
、
ご
病
気
で
す
か
」
と

聞
い
て
き
た
。

「
い
え
、
元
気
に
仕
事
に
行
っ
て

い
ま
す
が
」
と
明
る
く
答
え
た
の

だ
が
、
２５
年
前
は
男
性
の
抱
っ
こ

ベ
ル
ト
姿
は
、
鏡
の
中
の
自
分
自

身
を
除
け
ば
ほ
と
ん
ど
見
た
こ
と

が
な
か
っ
た
。
で
も
今
は
、
男
性

も
堂
々
と
抱
っ
こ
ベ
ル
ト
姿
で
歩

い
て
い
る
。

　
実
際
「
育
児
に
積
極
的
に
参
加

し
た
い
で
す
か
」
と
い
う
意
識
調

査
の
結
果
を
み
る
と
、
子
ど
も
が

い
る
男
性
の
６
～
８
割
が
「
イ
エ

ス
（
は
い
）」
と
答
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、「
実
際
に
子
育
て
に

積
極
的
に
参
加
で
き
て
い
る
か
」

と
い
う
質
問
に
は
、
ま
だ
ま
だ
圧

倒
的
多
数
が
「
ノ
ー
（
い
い
え
）」

だ
。
背
景
に
は
、
男
性
の
長
時
間

労
働
が
あ
る
。
し
か
も
、
子
育
て

世
代
の
３０
代
男
性
が
、
世
代
的
に

最
も
長
時
間
働
い
て
い
る
の
が
実

態
だ
。
ち
ょ
っ
と
前
な
ら
４
人
に

１
人
、
最
近
の
デ
ー
タ
で
も
５
人

に
１
人
の
３０
代
男
性
が
、
週
６０
時

間
以
上
の
長
時
間
勤
務
を
し
て
い

る
。
こ
れ
で
は
、
少
子
化
傾
向
が

強
ま
る
ば
か
り
だ
ろ
う
。

　
最
近
、
編
著
書
で
「
フ
ラ
ン
ス

に
学
ぶ
男
女
共
同
参
画
の
子
育
て

と
少
子
化
抑
止
政
策
（
明
石
書

店
）」
と
い
う
本
を
出
版
し
た
。

人
口
減
少
に
悩
ん
で
い
た
フ
ラ
ン

ス
の
少
子
化
対
応
に
つ
い
て
の
本

だ
。
現
在
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る

合
計
特
殊
出
生
率
（
１
人
の
女
性

が
一
生
の
う
ち
に
産
む
子
ど
も
の

数
の
平
均
と
考
え
て
も
ら
え
ば
い

い
）
は
、
ほ
ぼ
２
．０
。
そ
の
最

大
の
理
由
は
、
働
く
男
女
の
ワ
ー

ク
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
仕
事
と
家
庭

生
活
の
）
バ
ラ
ン
ス
政
策
の
成
功

だ
っ
た
。
中
で
も
１
９
９
８
年
制

定
の
オ
ブ
リ
法
は
画
期
的
だ
。
週

の
法
定
労
働
時
間
を
３５
時
間
制
に

し
た
の
だ
（
残
業
も
４８
時
間
ま
で

と
制
限
さ
れ
て
い
る
）。

　
少
子
化
へ
の
対
応
は
、
社
会
と

家
庭
双
方
へ
の
男
女
共
同
参
画
と

「
短
い
時
間
で
生
産
性
を
あ
げ
る
」

労
働
の
仕
組
み
の
確
立
が
、
最
も

効
果
的
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教

授
・
伊
藤
公
雄
氏
（
５
回
シ
リ
ー

ズ
）

※�

今
回
の
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て
の

感
想
は
、
人
権
室
ま
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

問
人
権
室

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
１
２

　
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
を

持
っ
て
い
な
い
な
ど
、
公
的
な
書

類
（
本
人
確
認
書
類
）
で
困
っ
て

い
ま
せ
ん
か

　

写
真
付
き
の
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
は
、
公
的
な
証
明
書
と
し

て
利
用
で
き
た
り
、
公
的
個
人
認

証
を
付
加
す
る
こ
と
で
、
ｅ
―

Ｔ

ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）
も
利
用
で
き

ま
す
。

　
申
請
に
は
写
真
（
縦
４
．５
×

３
．５
㎝
）
と
印
か
ん
が
必
要
で

す
。
申
請
後
に
照
会
文
書
を
郵
送

し
ま
す
の
で
手
元
に
届
き
次
第
、

そ
の
文
書
と
本
人
確
認
書
類
２
点

を
持
参
し
、
必
ず
本
人
が
受
け
取

り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
受
け
取
り
時
に
暗
証
番
号
の
入

力
と
手
数
料
が
必
要
で
す
。

問
総
合
窓
口
課
住
基
担
当

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
３
０

　
市
内
で
、
建
物
を
新
築
、
改
築

（
主
な
出
入
口
の
変
更
）、
倉
庫

な
ど
に
住
居
番
号
の
新
設
、
共
同

住
宅
な
ど
の
名
称
を
変
え
る
と
き

は
、
住
居
番
号
を
新
設
ま
た
は
変

更
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
総
合
窓
口
課
ま
で
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

　
届
出
書
（
建
物
等
新
築
届
、
住

居
番
号
申
出
書
）
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

問
総
合
窓
口
課
庶
務
担
当

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
２
５

く
ら
し
の
お
知
ら
せ

 
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
作
り
ま
せ
ん
か

 

新
・
改
築
の
と
き
は
届
出
を

男も変わり目
男性にとっての男女共同参画④

～イクメンを支える
　　社会的条件～

くらしもりトピ
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市
で
は
、
市
民
の
誰
も
が
気
軽

に
利
用
で
き
、
地
域
に
お
け
る
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
の
拠
点
と
な
る

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
施
設
」

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
東
部
エ
リ
ア
の
拠
点
施
設
を
旧

藤
田
中
学
校
跡
地
に
建
設
す
る
に

あ
た
り
、
昨
年
は
市
民
参
加
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
そ
の

意
見
を
踏
ま
え
基
本
設
計
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
基
本
設
計
を
も
と
に

実
施
設
計
に
着
手
し
て
い
き
ま

す
。
施
設
整
備
の
進
ち
ょ
く
状
況

は
、今
後
も「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

拠
点
施
設
だ
よ
り
」
と
し
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
基
本
設
計
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
課
お
よ
び
市
内
各
施
設
で
閲

覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
２
０

申
込
資
格　
守
口
、門
真
、大
東
、

四
條
畷
市
民
（
新
規
墓
所
・
返
還

墓
所
・
芝
生
墓
所
を
選
択
可
）、

右
記
の
市
以
外
に
住
所
を
有
す
る

人
（
返
還
墓
所
の
み
選
択
可
）

受
付　
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５

時
３０
分
（
複
数
希
望
者
の
場
合
は

抽
せ
ん
）

必
要
書
類

①
墓
所
使
用
許
可
申
請
書

②
誓
約
書

③
住
民
票

④
認
印

　

①
・
②
は
組
合
事
務
所
で
配

布
。
③
は
、
本
籍
地
・
転
入
届
日

が
記
載
さ
れ
た
、
発
行
日
か
ら
３

か
月
以
内
の
も
の
。
外
国
人
で
関

係
４
市
に
２
年
以
上
在
住
し
て
い

る
人
は
、
証
明
で
き
る
公
的
機
関

発
行
の
書
類
が
必
要
。

　

詳
し
く
は
、
同
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

HP�http://w
w

w
.iim

orireienk
um

iai.shijonaw
ate.osaka.

jp/

申
・
問
飯
盛
霊
園
組
合

℡
０
７
４
３
・
７
８
・
１
１
９
５

知
ら
な
い
間
に
ア
イ
テ
ム
購
入
!?

子
ど
も
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の

ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
を

【
事
例
１
】

　
小
学
生
の
娘
が
、
私
の
タ
ブ
レ

ッ
ト
で
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
し

て
い
た
。
私
が
す
で
に
登
録
し
て

い
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
を

使
い
、
有
料
の
ア
イ
テ
ム
を
購
入

し
た
よ
う
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
会
社
か
ら
３０
万
円
の
請
求
が

あ
っ
た
。
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
私
が

使
っ
て
い
た
の
を
見
て
知
っ
て
い

た
よ
う
だ
。
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
。

【
事
例
２
】

　
私
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
５
歳

の
息
子
に
無
料
の
オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ
ー
ム
で
遊
ば
せ
て
い
た
と
こ

ろ
、
３
万
円
の
ア
イ
テ
ム
を
購
入

し
て
い
た
。
こ
の
機
種
の
Ｏ
Ｓ
の

初
期
設
定
は
、
パ
ス
ワ
ー
ド
が
無

く
て
も
有
料
の
ア
イ
テ
ム
が
購
入

で
き
る
も
の
だ
っ
た
。
有
料
ア
イ

テ
ム
を
購
入
す
る
ま
で
、
パ
ス

ワ
ー
ド
が
不
要
だ
と
知
ら
な
か
っ

た
。
未
成
年
者
の
契
約
と
し
て
取

り
消
し
た
い
。

【
解
説
】

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
利
用

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
利
用

者
が
増
え
て
い
ま
す
。
ゲ
ー
ム
提

供
会
社
や
ゲ
ー
ム
の
種
類
も
増

え
、
決
済
方
法
も
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な

ど
複
数
提
供
さ
れ
て
お
り
利
便
性

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
知
ら
な
い
間
に

子
ど
も
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の

ア
イ
テ
ム
を
購
入
し
て
い
て
、
高

額
な
料
金
を
請
求
さ
れ
た
と
い
う

相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
未
成
年
者
が
法
定
代
理
人
の
同

意
を
得
な
い
で
契
約
し
て
い
た
場

合
、
未
成
年
者
取
り
消
し
を
主
張

す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。し
か
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
契
約
は
非

対
面
の
取
引
で
あ
る
た
め
、
大
人

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
子
ど
も
が

使
用
し
て
い
た
場
合
は
、
子
ど
も

が
利
用
し
た
と
い
う
証
明
が
困
難

で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
が
勝
手
に

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
を
入
力

し
て
い
る
場
合
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
管
理
責
任
が
問
わ
れ
る

な
ど
、
業
者
が
取
り
消
し
に
応
じ

る
か
ど
う
か
は
個
々
の
ケ
ー
ス
に

よ
る
こ
と
と
な
り
、
主
張
を
通
す

こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
最
近
で
は
未
成
年
者
の
高
額
な

利
用
を
防
ぐ
た
め
に
、
利
用
す
る

際
に
年
齢
の
確
認
画
面
を
設
け
た

り
、
未
成
年
者
の
利
用
金
額
の
上

限
設
定
な
ど
の
仕
組
み
を
講
じ
る

と
い
っ
た
対
策
を
取
り
始
め
た

ゲ
ー
ム
提
供
会
社
も
増
え
て
き
ま

し
た
が
、
子
ど
も
に
オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ
ー
ム
を
利
用
さ
せ
る
場
合
は
、

使
用
さ
せ
る
大
人
の
管
理
も
大
切

で
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
は
、
一

度
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
を
登

録
す
る
こ
と
で
、
ア
プ
リ
や
ア
イ

テ
ム
を
継
続
し
て
購
入
で
き
る
も

の
が
あ
り
、
パ
ス
ワ
ー
ド
の
入
力

が
省
か
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。

　
子
ど
も
に
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム

を
利
用
さ
せ
る
場
合
に
は
、
大
人

が
ゲ
ー
ム
の
内
容
や
課
金
の
仕
組

み
・
利
用
す
る
機
器
の
機
能
を
確

認
し
良
く
理
解
し
た
う
え
で
、
遊

び
方
に
つ
い
て
ル
ー
ル
を
決
め
、

注
意
点
を
子
ど
も
と
十
分
話
し
合

い
利
用
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

拠
点
施
設
だ
よ
り
⑧

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

飯
盛
霊
園
だ
よ
り

～
墓
所
使
用
者
随
時
募
集
～

  

１
月
15
日（
木
）墓
所
追
加

問消費生活センター
相談専用電話
℡０６－６９９８－３６００
時9：３０～１６：３０
土・日曜、祝日の相談窓口
消費者ホットライン
℡０５７０－０６４－３７０
時１０：００～１６：００

くらし もりトピ
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時日時　内内容　場場所　対対象　定定員　申申し込み　講講師　￥費用　保一時保育　持持ち物　備備考　注注意事項　提提出
配配布　問問合せ　℡電話番号　7フリーダイヤル　FAX ファクス　 メール　HPホームページ　　※無料の場合は掲載を省略しています。

　
市
消
費
生
活
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ

は
、
国
内
産
の
大
豆
を
使
用
し
、

保
存
料
や
着
色
料
な
ど
の
食
品
添

加
物
を
使
わ
な
い「
手
作
り
み
そ
」

講
習
会
を
、
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

時
・
場

　
２
月
１３
日
（
金
）
東
部
公
民
館

　
　
　
１９
日
（
木
）
三
郷
公
民
館

　
い
ず
れ
も
午
前
１０
時
～
正
午

￥
▽
３
千
７００
円

　
（
出
来
上
が
り
約
７
㎏
）

　
▽
１
千
９００
円

　
（
出
来
上
が
り
約
３．５
㎏
）

申�

１
月
２２
日
（
木
）
午
前
１１
時
～

午
後
１
時
に
、
材
料
費
を
添
え

て
各
公
民
館

問
消
費
生
活
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
３
３
６

　
守
口
大
根
の
長
さ
を
競
う
コ
ン

ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。
市
が
提

供
し
た
種
子
で
守
口
大
根
を
育
て

た
人
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

　
成
績
優
秀
者
に
は
賞
品
、
参
加

者
全
員
に
認
定
証
を
進
呈
し
ま
す
。

　
な
お
、
守
口
大
根
に
興
味
の
あ

る
人
は
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
観

覧
で
き
ま
す
。

時
１
月
２７
日
（
火
）
午
後
２
時

　
（
受
付
は
午
後
１
時
～
）

場
中
央
公
民
館
５
階
大
ホ
ー
ル

申�

・
問
１
月
６
日
（
火
）
～
１６
日

（
金
）
ま
で
に
、
地
域
振
興
課

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
４
９
１

　
「
大
商
業
祭
」
は
、
守
口
門
真

商
工
会
館
に
地
域
の
お
店
が
年
に

１
度
大
集
合
す
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
た

く
さ
ん
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

開
催
概
要　

時
１
月
２５
日
（
日
）

　
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

場
守
口
門
真
商
工
会
館

　
（
門
真
市
殿
島
町
６

－

４
）

内
1
千
円
以
上
購
入
さ
れ
た
人
を

対
象
に
大
抽
選
会
を
実
施
！
来
場

さ
れ
た
お
子
様
（
小
学
生
以
下
）

に
、
有
名
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
風
船

を
無
料
配
布
！
※
限
定
３００
個

○�

１００
円
イ
ベ
ン
ト　
１００
円
で
買
え

る
お
得
な
商
品
・
食
べ
物
・

サ
ー
ビ
ス
が
い
っ
ぱ
い
！

も
り
か
ど
マ
ー
ケ
ッ
ト（
物
販
、

サ
ー
ビ
ス
）、
飲
食
ブ
ー
ス

○�

ス
イ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト　
地
域
の

美
味
し
い
ス
イ
ー
ツ
が
大
集
合
！

ス
イ
ー
ツ
ブ
ー
ス

○�

物
産
イ
ベ
ン
ト　
守
口
・
門
真

の
友
好
都
市
か
ら
新
鮮
な
物
産

品
が
届
き
ま
す
！

友
好
都
市
物
産
展
コ
ー
ナ
ー

○�

体
験
イ
ベ
ン
ト　
体
験
し
て
学

ぼ
う
！

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
ペ
ー
パ
ー

ク
ラ
フ
ト
、
Ｅ
Ｖ
車
も
り
か
ど

号
試
乗（
産
官
学
交
流
プ
ラ
ザ
）

○�

展
示　
守
口
門
真
が
誇
る
技
術

力
！

守
口
門
真
も
の
づ
く
り
元
気
企

業
の
展
示

○
出
店
数　
約
５０
事
業
所（
予
定
）

問�

守
口
門
真
商
工
会
議
所　
商
工

振
興
部　
中
小
企
業
相
談
所　

℡
０
６
・
６
９
０
９
・
３
３
０
３

　
自
転
車
が
関
係
す
る
事
故
の
増

加
、
一
部
の
自
転
車
利
用
者
に
よ

る
危
険
な
運
転
な
ど
が
社
会
的
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
転
車
利
用
者
が
守
る
べ
き
事

項
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に

市
、
市
民
、
学
校
な
ど
の
役
割
を

示
し
て
、
自
転
車
の
安
全
で
適
正

な
利
用
を
社
会
全
体
で
促
進
す
る

た
め
の
条
例
の
整
備
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
骨
子
案
の
概

要
を
公
表
し
、
ご
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
期
間　
１
月
２８
日（
水
）ま
で

閲
覧
場
所　
道
路
課
、
公
民
館
な

ど
の
施
設
に
募
集
要
領
お
よ
び
意

見
提
出
用
紙
を
設
置
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

提
出
方
法

①
閲
覧
場
所
へ
持
ち
込
み　

②
郵
送　
〒
5　
7　
0

－

８
６
６
６

京
阪
本
通
２

－

２

－

５ 

道
路
課

（
１
月
２８
日（
水
）の
消
印
有
効
）

③
フ
ァ
ク
ス　

　
０
６
・
６
９
９
２
・
１
３
０
３

④�

Ｅ
メ
ー
ル　

M
ori_douro@

city-m
origuchi-osaka.jp

※�

住
所
、
氏
名
お
よ
び
連
絡
先

は
必
ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

問
道
路
課

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
６
９
４

守
口
大
根
長
さ

コ
ン
ク
ー
ル

参
加
者 募

集

添加物のない
手作りみそ
講習会

第
５
回 

大
商
業
祭
開
催
！！

～「（
仮
称
）守
口
市
自
転
車
安
全
利
用
条
例
」骨
子
案
～

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
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　市では、西郷通一丁目市有地を郵送による
条件付一般競争入札により売払を行います。

入札実施要領配布期間
時１月５日（月）～２９日（木）
※市ホームページでもダウンロードできます。
入札受付期間（郵送）
時１月５日（月）～２９日（木）（必着）
開札日　１月３０日（金）
配・申・問財産活用課
℡０６－６９９２－１３８６

　
平
成
２７
年
２
月
１
日
現
在
で
、

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
調

査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
農
林

業
の
生
産
構
造
や
就
業
構
造
、
農

山
村
地
域
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
に
５
年
ご
と
に
実

施
さ
れ
る
も
の
で
、
農
業
を
行
っ

て
い
る
農
家
や
法
人
な
ど
が
対
象

で
す
。

　
調
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
デ
ー
タ

は
、
農
林
業
の
振
興
や
農
山
村
の

活
性
化
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
の
策
定
や
推
進
の

基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
員
（「
調
査
員
証
」
携
帯
）

が
調
査
票
の
記
入
な
ど
の
お
願
い

に
伺
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
法
制
文
書
課
統
計
係

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
４
２
８

　
市
の
施
設
に
設
置
す
る
飲
料
用

自
動
販
売
機
の
設
置
事
業
者
を
公

募
し
ま
す
。

対�

市
役
所
本
庁
舎
な
ど
３
施
設
・

８
台

募
集
要
項
の
配
布
期
間　

１
月
６
日
（
火
）
～
１６
日
（
金
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

応
募
申
込
受
付
期
間　
　

１
月
１９
日
（
月
）
～
２２
日
（
木
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

配
付
・
受
付
場
所　
市
役
所
１
号

別
館
５
階
総
務
部
総
務
課

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
総
務
部
総
務
課

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
４
３
２

　
市
の
公
共
施
設
な
ど
の
全
体
の

状
況
を
把
握
し
、
中
長
期
的
な
視

点
を
持
っ
て
、
更
新
・
長
寿
命
化

な
ど
を
計
画
的
に
行
う
こ
と
に
よ

り
、
財
政
負
担
を
軽
減
・
平
準
化

す
る
た
め
「
平
成
２６
年
度
守
口
市

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
～
基

本
方
針
編
～
（
案
）」
を
策
定
し

ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

閲
覧
場
所　
財
産
活
用
課
、
守
口

市
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
各
公
民
館
お

よ
び
分
室
、ム
ー
ブ
２１
、エ
ナ
ジ
ー

ホ
ー
ル
に
総
合
管
理
計
画
案
、
意

見
提
出
用
紙
を
設
置
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

募
集
期
間　
１
月
５
日
（
月
）
～

２
月
５
日
（
木
）

提
出
方
法

①
閲
覧
場
所
へ
持
ち
込
み

②
郵
送　
〒
５
７
０

－

８
６
６
６

京
阪
本
通
２

－

２

－

５

財
産
活
用
課

※
２
月
５
日
（
木
）
消
印
有
効

③
フ
ァ
ク
ス

　
０
６
・
６
９
９
４
・
１
６
９
１

④�

Ｅ
メ
ー
ル　

M
ori_zaisan@

city-m
origuchi-osaka.jp

※��

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
必

ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

問
財
産
活
用
課

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
３
８
６

飲
料
用

自
動
販
売
機

設
置
事
業
者

市 有 土 地 売 払

平
成
２６
年
度
守
口
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
基
本
方
針
編
～（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

所　在　地 地積(㎡）

守口市西郷通 1 丁目 25 番２ 4,841.75

募集
ご協力ありがとう
ございます

～東日本大震災義援金～

　守口市でお預かりした義援
金は、日本赤十字社大阪府支
部を通じて被災地へ全額寄附
しています。
　１１月２０日までに寄せられた
義援金の総額は30,841,１０４円
です。ありがとうございまし
た。
　引き続き、義援金の受付を
平成２７年３月３１日（火）まで
行っていますので、ご協力を
お願いします。
問危機管理課
℡０６－６９９２－１４９６

 

農
林
業
セ
ン
サ
ス
調
査
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くらし・環境もりトピ

時日時　内内容　場場所　対対象　定定員　申申し込み　講講師　￥費用　保一時保育　持持ち物　備備考　注注意事項　提提出
配配布　問問合せ　℡電話番号　7フリーダイヤル　FAX ファクス　 メール　HPホームページ　　※無料の場合は掲載を省略しています。

が
必
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
移
送
日
の
前
日
ま
で

に
警
察
署
に
盗
難
届
が
提
出
さ
れ

て
い
る
と
き
は
、
免
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

　
自
転
車
の
撤
去
は
、土
・
日
曜
、

祝
日
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
放
置

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

保
管
期
間　
移
送
の
告
示
日
か
ら

１
か
月

処
分
日　
１
月
２４
日
（
土
）

【
１１
月
撤
去
分
】

　
心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、
早
急

に
放
置
自
転
車
大
日
保
管
所　

℡�
０
６
・
６
９
０
２
・
２
３
４
０

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

返
還
時
間　
毎
日
午
前
１０
時
～
午

後
７
時

　
返
還
を
受
け
る
に
は
、
住
所
、

氏
名
が
確
認
で
き
る
も
の
、
鍵
、

移
送
保
管
料
（
自
転
車
２
千
5
百

円
、
原
動
機
付
自
転
車
４
千
円
）

　
４
月
１
日
よ
り
、
以
前
施
行
さ

れ
て
い
た
私
道
舗
装
助
成
制
度
を

一
部
改
正
し
、再
開
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
道
路
か
ら
道
路
ま
で

を
接
続
す
る
私
道
、幅
員
が
１
．８

ｍ
以
上
、
関
係
住
民
の
皆
さ
ん
の

同
意
を
得
て
い
る
こ
と
な
ど
一
定

の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合

に
、
舗
装
工
事
に
要
す
る
費
用
の

1/2
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
道
路
課

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
７
０
５

　
市
で
は
、
節
電
の
取
り
組
み
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
節
電
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
だ

け
で
な
く
電
気
代
の
節
約
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　
暖
房
温
度
の
２０
℃
設
定
、
こ
ま

め
に
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
、
白
熱
電

球
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
へ
交
換
、
カ
ー

デ
ィ
ガ
ン
や
機
能
性
素
材
の
肌
着

な
ど
の
着
用
、
カ
イ
ロ
や
湯
た
ん

ぽ
な
ど
小
物
を
活
用
し
た
ウ
ォ
ー

ム
ビ
ズ
な
ど
、
各
家
庭
で
無
理
な

く
実
践
で
き
る
範
囲
で
、
節
電
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
環
境
政
策
課

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
０
８

●１月１８日（日）
　イオンモール大日
　１０：００～１２：００、１３：００～１６：００
●１月２０日（火）
　守口市役所
　１０：００～１２：００、１３：００～１６：００
●１月２３日（金）
　京阪守口市駅前
　１０：００～１２：００、１３：００～１６：３０

お知らせ
　４００ml献血の年齢基準が、男性の
み１８歳以上から１７歳以上に引き下げ
られました。
　血小板成分献血の年齢基準の上限
が、男性のみ５４～６９歳に引き上げら
れました。
問危機管理課
℡ ０６－６９９２－１４９６

環
境
の
お
知
ら
せ

 
私
道
舗
装
工
事
の
助
成

 

保
管
中
の
放
置
自
転
車
を
お
引
き
取
り
く
だ
さ
い

 

冬
の
節
電
に
ご
協
力
を

守口の大気

献 血 に 皆 さ ん の
ご 協 力 を

お 願 い し ま す

淀川

商業施設

至大阪

水路

庭窪中庭窪小

モノレール
大日駅

鳥
飼
大
橋

地下鉄
大日駅

府道
京都
守口
線

ムーブ 21

国道
1号

国道
１号（

高架
）

浄水場
交

至
京
都

3 番出入口

放置自転車
大日保管所

N

近
畿
自
動
車
道

中央環状線

大日駅よりの順路

１１月の大気汚染状況は、二酸化硫黄、二酸化窒素、
浮遊粒子状物質について、
各測定局とも環境基準を
下回っていました。
問環境政策課
℡０６－６９９２－１５０８

■ 11 月の大気汚染状況（1時間値の月平均濃度）
測定局

大気汚染物質
第1測定局

（児童センター）
第2測定局

（大日東公園）
第3測定局

（錦公民館）

二酸化硫黄 0.003ppm 0.003ppm 0.004ppm

二酸化窒素 0.019ppm 0.023ppm 0.022ppm

浮遊粒子状物質 0.018mg/㎥ 0.012mg/㎥ 0.018mg/㎥
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子育てもりトピ 安全・安心 もりトピ

錦地区防犯委員会

橋波校区青色防犯パトロール隊

安
全
・
安
心
の
お
知
ら
せ

　
市
内
で
の
子
ど
も
に
対
す
る
声

か
け
事
案
な
ど
が
、
依
然
と
し
て

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
守
口
警
察
署
で
は
、
子
ど
も
の

犯
罪
被
害
「
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
、

市
内
各
小
学
校
区
の
子
ど
も
の
安

全
見
ま
も
り
隊
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
、
登
下
校
時
間
帯
な
ど
に
警
戒

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
橋
波
校
区
青
色

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
・
錦
地
区
防

犯
委
員
会
・
藤
田
地
区
街
頭
犯
罪

抑
止
隊
（
写
真
）
で
は
、
青
色
回

転
灯
を
装
備
し
た
自
動
車
で
自
主

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
取
り
組
み
、

合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
み
ん

な
で
守
る
」
不
審
者
を
見
か
け
た

ら
警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
守
口
警
察
署

℡
０
６
・
６
９
９
４
・
１
２
３
４

　
本
市
で
は
消
防
団
の
活
動
を
よ

り
強
化
す
る
た
め
定
員
を
増
員

し
、
市
の
区
域
内
に
勤
務
す
る
１８

歳
以
上
の
人
の
任
用
が
可
能
と
な

る
よ
う
守
口
市
消
防
団
条
例
の
改

正
を
行
い
ま
し
た
の
で
守
口
市
消

防
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
守
口
市
消
防
団
に
入
団
希
望
が

あ
る
人
や
興
味
が
あ
る
人
は
危
機

管
理
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
危
機
管
理
課

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
４
９
７

　
　
　
　

 

～
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
み
ん
な
で
守
る
～

藤田地区街頭犯罪抑止隊

　
平
成
７
年
１
月
１７
日
に
発

生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災

を
契
機
と
し
て
、
毎
年
１
月

１７
日
が
「
防
災
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
日
」、
１
月
１５
日

（
木
）
～
２１
日
（
水
）
ま
で

が
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

週
間
」と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
お
よ
び
自
主
的

な
防
災
活
動
に
つ
い
て
の
認

識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
災

害
へ
の
備
え
の
充
実
強
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
自
然
災
害
は
避
け
ら
れ
ま

せ
ん
が
、
常
日
頃
か
ら
市
や

地
域
で
実
施
す
る
防
災
訓
練

な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

被
害
を
最
小
限
に
す
る
こ
と

は
可
能
で
す
。

　
こ
れ
を
機
に
、
災
害
に
備

え
地
域
防
災
に
つ
い
て
、
今

一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
守
口
消
防
署

℡
０
６
・
６
９
９
３
・
０
１
１
９

　
守
口
市
消
防
団
、
門
真
市

消
防
団
、
守
口
市
門
真
市
消

防
組
合
が
合
同
で
消
防
出
初

式
を
行
い
ま
す
。

時�

１
月
１１
日（
日
）午
前
１０
時

３０
分

場�

守
口
市
淀
川
河
川
敷
運
動

広
場
（
鳥
飼
大
橋
上
流
３００

ｍ
付
近
）

　
※�

雨
天
時
は
門
真
市
民
プ

ラ
ザ

内�

徒
歩
部
隊
と
車
両
部
隊
に

よ
る
分
列
行
進
、
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
の
防
火
の
誓

い
、
消
防
団
お
よ
び
特
別

救
助
隊
に
よ
る
訓
練
な
ど

問
危
機
管
理
課

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
４
９
７

問�

守
口
市
門
真
市
消
防
組
合

消
防
本
部
総
務
課

℡
０
６
・
６
９
０
６
・
１
１
２
３

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
お
よ
び
成
人
へ
の
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法
な
ど
。

対
初
め
て
心
肺
蘇
生
を
学
ぶ
人

講
習
時
間　
３
時
間

■
普
通
救
命
講
習
Ⅱ

　
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
の
内
容
に
加
え
、
実
技
・

筆
記
試
験
を
実
施
。

対�

大
勢
の
人
が
出
入
り
す
る
場
所
な
ど
に
勤
務

す
る
人
や
、
心
肺
停
止
者
に
遭
遇
す
る
可
能

性
が
高
い
人

講
習
時
間　
４
時
間

■
普
通
救
命
講
習
Ⅲ

　
新
生
児
、
乳
児
、
小
児
を
対
象
と
し
た
心
肺

蘇
生
法
な
ど
。

対
日
常
的
に
小
児
に
接
す
る
頻
度
が
高
い
人

講
習
時
間　
３
時
間

■
救
急
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
再
講
習

　
救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
の
指
導
要
領
。

対�
救
急
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
資
格
認
定
日
か
ら

３
年
以
内
の
人

講
習
時
間　
３
時
間

時
２
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
３０
分

場�

守
口
市
門
真
市
消
防
組
合
消
防
本
部
（
門
真

市
殿
島
町
７
ー
１
）

定�

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
、
救
急
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
再
講
習
併
せ
て
６０
人（
申
込
順
）

￥
２００
円
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）

申�

・
問
１
月
５
日
（
月
）
～
２８
日
（
水
）

　
午
前
９
時
～
午
後
９
時
に
、
守
口
消
防
署

℡
０
６
・
６
９
９
３
・
０
１
１
９

問
守
口
市
門
真
市
消
防
組
合
消
防
本
部
警
備
課

℡
０
６
・
６
９
０
６
・
１
３
０
５

注
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

平
成
２７
年
消
防
出
初
式

 
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間

 

消
防
関
係
講
習

１
月
１５
日（
木
）～
２１
日（
水
）

 

子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
ろ
う

募
集
消
防
団
員
の
募
集
に
つ
い
て
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子育てもりトピ

時日時　内内容　場場所　対対象　定定員　申申し込み　講講師　￥費用　保一時保育　持持ち物　備備考　注注意事項　提提出
配配布　問問合せ　℡電話番号　7フリーダイヤル　FAX ファクス　 メール　HPホームページ　　※無料の場合は掲載を省略しています。

子
育
て
の
お
知
ら
せ

 
児
童
手
当
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

　

中
学
校
修
了
前
ま
で
の
児
童

（
１５
歳
に
達
す
る
日
以
後
最
初
の

３
月
３１
日
ま
で
の
児
童
）
を
養
育

し
て
い
る
人
は
、
児
童
手
当
の
申

請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
だ
申
請
を
し
て
い
な
い
人

は
、
早
急
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　
申
請
を
し
た
日
の
翌
月
分
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す（
公
務
員
の
人
は
、

勤
務
先
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
）。
児
童
の
年
齢
や
人
数
な
ど

で
、支
給
金
額
は
変
わ
り
ま
す（
左

表
）。

　
申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
、
詳

し
く
は
子
育
て
支
援
課
支
援
係
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
支
援
課
支
援
係

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
６
４
７

資
格　
保
育
士
資
格
を
持
つ
人

勤
務
時
間　
月
～
土
曜
日

○�

早
朝
＝
午
前
７
時
３０
分
～
１０
時

１５
分
の
う
ち
２
時
間

○�

薄
暮
＝
午
後
３
時
～
６
時
３０
分

の
う
ち
３
時
間

※�

土
曜
日
は
正
午
～
午
後
６
時
３０

分
の
う
ち
２
時
間

勤
務
場
所　
金
田
保
育
所

勤
務
内
容　
保
育
補
助

申�
・
問
履
歴
書
お
よ
び
保
育
士
証

の
写
し
を
保
育
・
幼
稚
園
課
保

育
係
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送

（
〒
５
７
０

－

８
６
６
６
京
阪

本
通
２

－２

－５
）

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
６
６
１

■支給金額
支給対象児童 

（中学校修了前まで） 支給金額（月額）
3歳未満 15,000 円
3歳以上 10,000 円
第3子以降 （3～12 歳 ） 15,000 円
中学生 10,000 円
所得制限超の世帯の児童は一律 5,000 円です。

■支給日
支給月 内訳
 6 月 2～5 月 （4 か月分 ）
10 月 6～9 月 （4 か月分 ）
2 月 10～1 月 （4 か月分 ）

支給日は各支給月の8日です。
土・日曜、祝日の場合は、前日の平日が支給日です。

■所得制限
扶養親族の数 所得制限　限度額

0人 622 万円未満
1人 660 万円未満
2人 698 万円未満
3人 736 万円未満
4人 774 万円未満
5人 812 万円未満

扶養親族が1人増えるごとに、限度額に 38 万円加算します。

　
市
で
は
、
子
育
て
に
や
さ
し
い

ま
ち
、
魅
力
あ
る
ま
ち
と
し
て
、

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
乳
幼
児
医
療
費

助
成
制
度
を
子
ど
も
医
療
費
助
成

制
度
と
し
、
対
象
を
平
成
27
年
度

か
ら
府
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
拡
充

し
ま
す
。

　
現
在
、
通
院
に
係
る
医
療
費
の

助
成
は
、６
歳（
小
学
校
就
学
前
）

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
４
月

１
日
か
ら
こ
の
対
象
年
齢
を
１５
歳

（
中
学
校
卒
業
ま
で
）
ま
で
に
拡

充
し
、
ま
た
各
世
帯
の
所
得
に
よ

り
対
象
者
に
制
限
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
制
限
も
廃
止
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
医
療
費

の
助
成
制
度
を
受
け
る
こ
と
の
で

き
な
か
っ
た
子
ど
も
が
、
新
た
に

医
療
機
関
で
通
院
治
療
を
受
け
た

場
合
に
医
療
費
の
助
成
対
象
と
な

り
ま
す
。
1
月
に
新
た
に
対
象
と

な
る
児
童
の
保
護
者
に
は
、
市
か

ら
文
書
を
送
付
し
ま
す
。
手
続
き

な
ど
の
詳
し
い
内
容
は
、「
広
報

も
り
ぐ
ち
」
2
月
号
に
掲
載
し
ま

す
。

　
同
制
度
に
お
い
て
は
、
府
内
で

も
下
位
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
拡
充
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
も
安
心
し
て
元

気
に
駆
け
回
り
、
健
康
で
す
く
す

く
と
育
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課
支
援
係

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
６
４
７

募
集
～
ア
ル
バ
イ
ト
延
長
保
育
士
～

区 分 改 正 前

名 称 乳幼児医療費助成制度

通 院 小学校就学前

入 院 中学校卒業まで

所得制限 あり

実 施 日 平成２７年３月３１日まで

区 分 改 正 後

名 称 子ども医療費助成制度

通 院 中学校卒業まで

入 院 中学校卒業まで

所得制限 なし

実 施 日 平成２７年４月１日から

～
府
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
～

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
が

　
　
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に

改正
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対�

平
成
６
年
４
月
２
日
～
平
成
７

年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
、

守
口
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る

人
場
市
民
体
育
館
大
体
育
室

時�

受
付
開
始
＝
午
前
９
時
３０
分
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
＝
午
前
１０

時
、
式
典
＝
午
前
１０
時
３０
分
～

１１
時

　
当
日
は
入
場
整
理
券
の
な
い
人

（
忘
れ
た
人
を
含
む
）、
午
前
１０

時
２５
分
を
過
ぎ
て
か
ら
の
入
場
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
会
場
の
都
合
上
、
入
場

は
原
則
新
成
人
の
み
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

問�
市
教
委・ス
ポ
ー
ツ・青
少
年
課

℡
０
６
・
６
９
９
５
・
３
１
５
９

　
世
界
最
古
の
木
造
建
築
物
の
法

隆
寺
金
堂
壁
画
が
焼
失
し
た
１
月

２６
日
（
昭
和
２４
年
）
を
機
に
、
こ

の
日
を
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と

定
め
、
毎
年
一
斉
に
全
国
で
防
火

啓
発
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
文
化
財
は
、
焼
失
す
れ
ば
二
度

と
同
じ
状
態
に
戻
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
文
化
財
に

対
す
る
防
火
意
識
を
持
つ
こ
と

は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
市
教
育
委
員
会
と
守
口
消
防
署

で
は
、
関
西
電
力
な
ど
の
協
力
を

得
て
、
市
内
の
神
社
や
寺
院
な
ど

の
立
入
検
査
や
消
防
訓
練
を
行

い
、
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
た

め
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

消
防
訓
練

時
１
月
２３
日
（
金
）
午
後
２
時

場
難
宗
寺（
竜
田
通
１

－

５

－

２
）

問
市
教
委
・
生
涯
学
習
課

℡
０
６
・
６
９
９
５
・
３
１
５
８

　
守
口
消
防
署

℡
０
６
・
６
９
９
３
・
０
１
１
９

※�
消
防
訓
練
な
ど
の
指
導
や
消
防

相
談
は
、
守
口
消
防
署
へ

　
昨
年
１
月
か
ら
梶
中
学
校
に
お

い
て
、
民
間
事
業
者
の
調
理
場
で

調
理
し
た
給
食
を
、
食
堂
施
設
を

改
修
し
た
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
食
べ

る
方
式
で
中
学
校
給
食
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
第
一
・
庭
窪
・
八

雲
・
大
久
保
・
錦
中（
５
校
）で
、

１
月
か
ら
の
給
食
実
施
の
た
め
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
実
施
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

給
食
の
実
施
方
式
な
ど

　
給
食
を
希
望
す
る
人
の
み
が
申

し
込
む
選
択
制
で
、
給
食
費
（
保

護
者
負
担
）は
、１
食
３３０
円
で
す
。

　
ま
た
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
は
、
献
立
情
報
に
ア
レ
ル

ギ
ー
情
報
を
記
載
し
、
確
認
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
予
約
方
法

　
専
用
の
払
込
用
紙
を
持
っ
て
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
支
払

い
ま
す
。

　
ま
た
、予
約
方
法
に
つ
い
て
は
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

携
帯
電
話
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
端
末
で
入
力
、
ま
た
は
マ
ー
ク

シ
ー
ト
で
希
望
す
る
給
食
日
を
記

入
し
ま
す
。

献
立
・
調
理
・
配
送
な
ど

　
献
立
は
必
要
な
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
も
の
を
給
食
調
理
業
務

委
託
業
者
と
協
力
し
、
作
成
し
ま

す
。

　
調
理
は
、
民
間
調
理
場
で
調
理

し
た
も
の
を
専
用
容
器
で
学
校
の

配
ぜ
ん
室
に
配
送
し
、再
加
熱
後
、

食
器
に
盛
り
付
け
し
た
も
の
を
ラ

ン
チ
ル
ー
ム
で
食
べ
ま
す
。
食
事

後
は
食
器
を
返
却
し
、
給
食
調
理

業
務
委
託
業
者
が
持
ち
帰
り
、
洗

浄
し
ま
す
。

問
市
教
委
・
保
健
給
食
課
給
食
係

℡
０
６
・
６
９
９
５
・
３
１
５
６

教
育
の
お
知
ら
せ

 

中
学
校
給
食
が
始
ま
り
ま
す

 
平
成
２７
年
守
口
市
成
人
式

 

文
化
財
防
火
デ
ー

～
第
一
・
庭
窪
・
八
雲
・
大
久
保
・
錦
中
～

～
参
加
申
込
制
～成人式の風景

昨年度の風景「佐太天神宮」

１
月
12
日
（
祝
）

教育もりトピ 教育 もりトピ
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時日時　内内容　場場所　対対象　定定員　申申し込み　講講師　￥費用　保一時保育　持持ち物　備備考　注注意事項　提提出
配配布　問問合せ　℡電話番号　7フリーダイヤル　FAX ファクス　 メール　HPホームページ　　※無料の場合は掲載を省略しています。

　
市
立
幼
稚
園
の
園
児
、
市
立
小
・
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
が
図
工
・
美
術
の
時
間
な
ど
で
創
っ
た
作

品
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

時
▽
１
月
２０
日
（
火
）
～
23
日
（
金
）

　
　
午
後
１
時
～
４
時
３０
分

　
▽
１
月
２４
日
（
土
）・
２５
日
（
日
）

　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
３０
分

場
中
央
公
民
館

問
教
育
セ
ン
タ
ー

℡
０
６
・
６
９
９
７
・
０
７
０
３

　
公
民
館
図
書
室
の
蔵
書
点
検
を
左
記
の
と

お
り
順
次
行
い
ま
す
。

　
期
間
中
、
各
公
民
館
図
書
室
の
利
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
中
央
公
民
館
の
み
自
習
室
を
設

け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
各
公
民
館

○
１
月
６
日
（
火
）
～
１１
日
（
日
）

　
…
中
央
、
東
部
、
北
部

○
１
月
１４
日
（
水
）
～
１８
日
（
日
）

　
…
三
郷
、
東

○
１
月
２０
日
（
火
）
～
２５
日
（
日
）

　
…
八
雲
東
、
庭
窪
分
室
、
錦

○
１
月
２７
日
（
火
）
～
２
月
１
日
（
日
）

　
…
庭
窪
、
南
部
、
西
部

　
４
月
か
ら
の
定
期
使
用
を
希
望
す
る
団
体

は
、
１
月
３１
日
（
土
）
ま
で
に
希
望
す
る
公

民
館
へ
「
グ
ル
ー
プ
登
録
申
請
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
登
録
し
て
い
る
団
体
も
新
た
に
申

請
が
必
要
で
す
。

  

な
お
、
団
体
使
用
を
希
望
す
る
団
体
は
、

次
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。                                                                         

登
録
要
件

○�

お
お
む
ね
１０
人
以
上
の
構
成
員
を
有
し
、

原
則
と
し
て
市
内
在
住
者
が
過
半
数
以
上

で
あ
る
こ
と
（
地
区
体
育
館
は
原
則
と
し

て
市
内
在
住
者
）

○�

会
の
名
称
を
有
し
、
役
員
な
ど
組
織
が
確

立
し
て
い
る
こ
と

○
連
絡
所
を
有
す
る
こ
と                                              

○�

私
塾
化
し
た
活
動
を
行
わ
な
い
団
体
で
あ

る
こ
と

※
詳
し
く
は
、
各
公
民
館

申
・
問

中
央
公
民
館　

℡
０
６
・
６
９
９
１
・
０
３
１
８

庭
窪
公
民
館　

℡
０
６
・
６
９
０
２
・
０
５
８
０

庭
窪
公
民
館
分
室

℡
０
６
・
６
９
０
１
・
２
２
０
０

三
郷
公
民
館　

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
８
６
１
６

東
部
公
民
館　

℡
０
６
・
６
９
０
２
・
５
５
０
０

もりぐち歴史館
「旧中西家住宅」
新春かるた会

　
新
春
の
伝
統
的
な
か
る
た
遊
び

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
も
り
ぐ
ち
歴
史
館
「
旧
中
西
家

住
宅
」
で
は
、
新
春
の
恒
例
行
事

と
し
て
、
か
る
た
会
を
開
催
し
ま

す
。
ふ
る
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

時
１
月
１０
日
（
土
）
午
前
１０
時

内
い
ろ
は
か
る
た
、
百
人
一
首

※
「
大
阪
大
学
競
技
か
る
た
会
」

の
皆
さ
ん
に
、
お
手
伝
い
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

定
先
着
５０
人

￥�

大
人
２００
円
、
高
校
・
大
学
生
１５０

円
（
小
・
中
学
生
は
無
料
）

申�

・
問
募
集
中

も
り
ぐ
ち
歴
史
館
「
旧
中
西
家

住
宅
」
ま
で

℡
０
６
・
６
９
０
３
・
３
６
０
１

※
毎
週
月
・
火
・
水
曜
日
は
休
館

※
電
話
受
付
の
み

※
参
加
費
は
無
料

 

公
民
館
・
地
区
体
育
館
　
定
期
使
用
団
体
登
録
受
付

 

公
民
館
図
書
室
の
休
室

市
図
画
工
作
・
美
術
作
品
展

南
部
公
民
館　

℡
０
６
・
６
９
９
７
・
４
１
２
０

八
雲
東
公
民
館　

℡
０
６
・
６
９
０
６
・
６
３
０
０

錦
公
民
館　

℡
０
６
・
６
９
９
１
・
１
５
４
８

東
公
民
館　

℡
０
６
・
６
９
０
１
・
７
１
５
５

北
部
公
民
館　

℡
０
６
・
６
９
０
６
・
５
４
０
０

西
部
公
民
館　

℡
０
６
・
６
９
９
３
・
１
３
４
１

教育もりトピ
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【問題１】
　右図のような土地があります。同じ形で、
同じ面積の４つの土地に分けて家を建てます。
　どのように分ければ良いでしょうか。

【問題２】
　オオカミ、ヤギ、キャベツの入っ
たかごを運んでいる男が川を渡

わた
ろ

うとしています。
　川岸にはボートが１隻

せき
あるので

すが、小さいため、男が乗ると、
オオカミかヤギかキャベツのかご
のいずれかしか乗せられません。
　しかし、ヤギとキャベツを置い

※答えは39ページに掲載しています。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
放
課
後

に
学
校
の
施
設
を
利
用
し
、
安

全
・
安
心
な
児
童
の
居
場
所
を
設

け
、
遊
び
を
中
心
と
し
て
、
異
年

齢
集
団
の
交
流
活
動
な
ど
を
通
し

て
児
童
の
健
全
育
成
を
図
る
た

め
、
地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
児

童
ク
ラ
ブ
事
業
を
全
小
学
校
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
児
童
ク
ラ
ブ
に
は
「
登
録
児
童

室
」
と
「
入
会
児
童
室
」
が
あ
り

ま
す
。

利
用
区
分

登
録
児
童
室　
１
～
６
年
生
の
児

童
お
よ
び
保
護
者
が
同
伴
す
る
３

歳
以
上
の
幼
児
（
た
だ
し
、
１
人

で
身
の
回
り
の
こ
と
が
で
き
な
い

児
童
や
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
指
示
に

従
え
な
い
児
童
は
、
保
護
者
の
同

伴
が
必
要
）

入
会
児
童
室　
１
～
３
年
生
の
児

童
で
、
放
課
後
な
ど
保
護
者
が
就

労
ま
た
は
疾
病
そ
の
他
の
事
由

（
月
１５
日
以
上
か
つ
、
そ
の
状
態

～安全・安心な放課後の
子どもの居場所～

開設日および時間など
区　分 開設日 開設時間 利用料金 必要書類

登録児童室
月～金曜日 13：00 ～ 17：00

無料 登録児童室利用申請書土曜日 9：00 ～ 17：00長期休業日など

入会児童室
月～金曜日 13：00 ～ 18：00 月～金曜日 月額　5,400 円 入会児童室利用申請書および

雇用証明書（疾病その他の事
由の場合は、診断書など）

土曜日 9：00 ～ 17：00 土曜日 月額　1,500 円
長期休業日など 8：30 ～ 18：00 ※減免制度あり

※ 13：00 までに授業が終了する日は、授業の終了した時間から開室します。なお、開設日は、日曜日、祝日、年末年始を除きます。

が
３
か
月
以
上
続
く
）
で
保
護
育

成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
児
童

開
設
場
所　
対
象
校
区
の
小
学
校
内

申
込
期
間

登
録
児
童
室　
３
月
２４
日（
火
）

か
ら

入
会
児
童
室　
４
月
１
日
（
水
）

か
ら
の
利
用
開
始
を
希
望
す
る
場

合
は
、
２
月
２
日
（
月
）
～
２３
日

（
月
）（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
、

祝
日
を
除
く
）
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
２
月
２２
日
（
日
）
に
市

教
委
・
放
課
後
こ
ど
も
課
（
午
前

１０
時
～
午
後
４
時
）
で
、
休
日
受

付
を
行
い
ま
す
。

提
出
書
類　
各
児
童
ク
ラ
ブ
、
市

教
委
・
放
課
後
こ
ど
も
課
に
あ
り

ま
す
。な
お
、市
教
委
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
１
月
６
日
（
火
）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申�

・
問
各
児
童
ク
ラ
ブ
、
市
教

委
・
放
課
後
こ
ど
も
課

℡
０
６
・
６
９
９
５
・
３
１
６
０

平成 ２７ 年度

もりぐち児童クラブ
参加児童の募集

教育・教育クイズ もりトピ

　市立幼稚園５園に、

「簡易折りたたみテン

ト」が寄贈されました。

厚くお礼申し上げます。

守口イブニング
　ロータリークラブ

（会長　伴　範子）

寄　贈

て岸を離
はな
れると、ヤギがキャベ

ツを食べてしまいます。
　オオカミとヤギを一緒に置い
ておくと、オオカミがヤギを食
べてしまいそうです。
　どうすれば、無事にすべてを
対
たい
岸
がん
まで運ぶことができるで

しょうか。
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時日時　内内容　場場所　対対象　定定員　申申し込み　講講師　￥費用　保一時保育　持持ち物　備備考　注注意事項　提提出
配配布　問問合せ　℡電話番号　7フリーダイヤル　FAX ファクス　 メール　HPホームページ　　※無料の場合は掲載を省略しています。

市役所の各担当課に直接電話できます
施設もりナビ

市長室 6992-1302

企
画
財
政
部

広報広聴課 6992-1353
6992-1356

企画課� 企画係
� 行革推進係
� 情報係

6992-1407
6992-1404
6991-2324

財政課 6992-1402
財産活用課 6992-1385

6992-1386
庁舎整備準備室 6992-1292

総
務
部

総務課� 庶務係
� 契約係

6992-1432
6992-1453

人事課� 人事担当
� 給与担当
� 厚生担当

6992-1408
6992-1413
6992-1413

法制文書課� 法制係
� 文書・情報公開係
� 統計係

6992-1427
6992-1427
6992-1428

課税課� 税政係
� 市民税係
� 土地係
� 家屋係

6992-1458
6992-1456
6992-1474
6992-1474

納税課
　
　
　

6992-1851
6992-1852
6992-1853
6992-1854

市
民
生
活
部

コミュニティ推進課
� 消費生活センター

6992-1520
6992-1337

地域振興課� 産業振興係
� 農業委員会
� 文化国際交流係

6992-1490
6992-1491
6992-1516

保険課� 保険料係

� 給付係

6992-1532
6992-1625
6992-1545

危機管理課 6992-1497
6992-1496

保険収納課 6992-1537
6992-1538
6992-1614

総合窓口課� （庶務担当）
� （年金担当）
� （戸籍担当）
� （証明担当）
� （住基担当）
� （外国人住民）
� 市民サービスコーナー
� 大日サービスコーナー

6992-1525
6992-1524
6992-1526
6992-1528
6992-1530
6992-1530
6994-0100
6900-8230

人権室 6992-1512

環
境
部

クリーンセンター総務課　　 6991-5004
クリーンセンター業務課　　 6991-6313
クリーンセンター施設課　　 6991-3935
環境政策課� 指導係
� 美化・衛生係
� （衛生担当）

6992-1508
6992-1511
6996-5179

健
康
福
祉
部

健康福祉部総務課 6992-1570
生活福祉課

� （福祉相談担当）

6992-1591
6992-1598
6992-1583

障害福祉課� 支援係
� 給付係

6992-1635
6992-1630

高齢介護課� 高齢福祉係
� 介護福祉係

� 安否確認ホットライン

6992-1610
6992-1613
6992-1612
6992-4010

健康推進課
� （公害補償）

6992-2217
6992-2422

こ
ど
も
部

こども政策課 6992-1665
保育・幼稚園課
� 保育係
� 幼稚園係

6992-1661
6992-1637
6992-1658

子育て支援課� 支援係
� 相談係

6992-1647
6992-1655

わかくさ・わかすぎ園 6996-0050

都
市
整
備
部

都市計画課� 総務係
� 計画係

6992-1679
6992-1685

建築指導課� 建築審査係
� 建築指導係
� 開発指導係
� 監察係

6992-1698
6992-1700
6992-1700
6992-1736

公園課� 緑・花係
� 維持係

6992-1701
6992-1702

道路課� 占用・明示係
� 維持係
� 交通対策係
　

6992-1703
6992-1705
6992-1693
6992-1694

八島大久保線拡幅整備促進室 6992-1738
建築課� 工務係
� 住宅管理係

6992-1709
6992-1708

下
水
道
部

下水道管理課� 総務係
� 計画整備係
� 指導係
� 維持係

6992-1747
6992-1748
6992-1751
6992-1752

下水道施設課 6992-2902

会計室 6992-1753
6992-1764

水
道
局

水道総務課 6991-6774
配水課 6991-6773
浄水課 6991-6775
お客さまセンター� （業務担当）

� （設備担当）
� （管理担当）

6991-6778
6991-6772
6991-6771
6991-6777

教
育
委
員
会
事
務
局

管
理
部

教委総務課� 総務施策係
� 財務係 6995-3152
学校管理課� 学校統合係
� 施設係

6998-3338
6995-3161

指
導
部

学校教育課� 教職人事・学事係
� 教育・人権指導係

6995-3155
6995-3151

保健給食課� 保健係
� 給食係

6995-3154
6995-3156

教育センター 6997-0703
生
涯
学
習
部

生涯学習課 6995-3158
放課後こども課 6995-3160
スポーツ・青少年課
� （体育施設担当）

6995-3159
6992-9148

公
民
館

中央公民館
三郷公民館
庭窪公民館
庭窪公民館分室
東部公民館
南部公民館
八雲東公民館
錦公民館
東公民館
北部公民館
西部公民館

6991-0318
6992-8616
6902-0580
6901-2200
6902-5500
6997-4120
6906-6300
6991-1548
6901-7155
6906-5400
6993-1341

議会事務局　庶務課
　　　　　　議事課

6992-1782
6992-1774

選挙管理委員会事務局 6992-1784

監査委員事務局 6992-1795

　※市外局番「06」は省略しています。

※担当課が不明な場合は、代表番号　℡6992-1221にかけてください。
　問総務部総務課　℡6992-1432
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通 子 氏 ほ か１人　 ￥ １,000円　
定先着１５人　持エプロン、三角
きん　申１月１６日（金）から費用を
添えて　備持ち帰り用の箱あり

西 部 公 民 館
☎０６－６９９3－1341

◆西部公民館活動推進委員会企画
文芸講座「古刹（こさつ）・古社・
城の七不思議」　時・内 ▽第１回

「古刹（こさつ）・古社の七不思議」
１月２３日（金）▽第２回「古社・城
の七不思議」３０日（金）いずれも
午後１時３０分　講西部歴史研究会
会長・杉本國雄氏　定各回先着
５０人　持 筆記用具　申 １月４日

（日）から
子育て支援センター
（市民保健センター内）
☎０６－６９９５－７８３３

◆あそびの広場～フリー～　時１
月１５日（木）午前１０時　対就学前
の子と保護者で自由参加
◆０歳あそびのひろば　時１月２１
日（水）午前１０時　対１月２１日現
在０歳の子と保護者で自由参加
◆年齢別講座「０歳の育ちとあそ
び」　時 ・対▽１月７日（水）午前１
０時＝１月７日現在６か月の子と保
護者▽８日（木）午前１０時＝１月８
日現在７～１１か月の子と保護者　
定６か月まで＝先着３０組、７～１１
か月＝先着２０組　申受付中
◆年齢別講座「１歳の育ちとあそ
び」　時２月１０日（火）午前１０時　
対２月１０日現在１歳の子と保護者　
定先着１５組　申１月２７日（火）か
ら
◆もりぐちファミリー・サポー
ト・センター　ファミリー・サ
ポート・スキルアップ公開講座

「笑って学ぶ子育てのコツ～ケン
カやトラブルは怖くない～」　時

１月３１日（土）午前１０時　場市民
保健センター　対市内在住の人　
講キッズいわきぱふ代表・岩城敏
之氏　定先着５０人　保１月３１日

現在１歳以上１０人（０歳は同室受
講）　申・問１月１３日（火）から、も
りぐちファミリー・サポート・セ
ンター　℡０６－６９９５－７８７７
◆子育て講座「リトミック」
時 １月１３日（火）午前１０時３０分　
場八雲中しろはと保育園　対２歳
半～未就園児の親子　講同園主任
保育士・山新田敦子氏　定先着
１５組　申 ・問１月９日（金）までに
八雲中しろはと保育園　℡ ０６－
６９０９－００６１
◆子育て講座「守ろう！育てよ
う！にっこりキッズ」　時１月１５
日（木）午前１０時　場土居ひまわ
り保育園　対２～３歳児の子と保
護者　講「にっこりキッズ」キャラ
バン隊　定先着１２組　申 ・問１月
６日（火）午後１時３０分～２時３０分
に土居ひまわり保育園　℡ ０６－
６９９１－２４４１
◆子育て講座「牛乳パックでいす
づくり」　時１月１７日（土）午前１０
時３０分　場錦保育園　対２歳～就
学前の子と保護者　講同園保育主
任・長尾靖子氏　申 ・問 １月５日

（月）から錦保育園　℡０６－６９９７－
４００８

児 童 セ ン タ ー
☎０６－６９02－1006

◆絵本の時間　時１月２２日（木）午
前１０時３０分　対０歳からの幼児
と保護者　講絵本の読み手サーク
ル「わくわく」

ム ー ブ 2 1
（生涯学習情報センター）
☎０６－６９05－3921

◆定例おはなし会～絵本の読み聞
かせ・紙芝居～　時１月１７日（土）
午後２時　備出演「守口絵本の会」
◆土曜ステージ　時・内▽１月１０
日（土）「新春お楽しみ紙芝居ス
テージ２０１５」青空みかん紙芝居
の会▽１７日（土）「ピアノ連弾」ピ
アノコンビ肉球▽２４日（土）「ピ
アノコンサート」林ゆき氏、梶岡
肇氏▽３１日（土）「ハートフルコ

ンサート」関西演奏家クラブ、エ
リーゼの会。いずれも午後５時
◆初春箏（こと）の調べ　時１月１１
日（日）午後１時　￥前売・当日と
も８００円（お茶・和菓子付き）　備

出演・中島警子氏、桐絃社。全席
自由
◆街頭紙芝居～紙芝居のおっちゃ
んがやってくるヨ！～　時１月１２
日（祝）午後２時　備水あめ販売、
型抜き遊びもあります

◆サイレント映画弁士×演奏付上
映　 時 １月２５日（ 日 ）午 後２時　
￥前売１,５００円、６５歳以上１,３００
円、中学生以下１,000円（当日各
２００円増）。友の会各１００円引　
備出演・大森くみこ（弁士）、深海
無声團（演奏）。上映作品「散りゆ
く花」（１９19年・米）
◆ フ レ ッ シ ュ コ ン サ ー ト　
時・内▽１月１８日（日）「ピアノリ
サイタル」橋本幸枝氏▽２月１５日

（日）「ソプラノ＆ピアノコンサー
ト」井塚有子氏（ソプラノ）、赤星
南三子氏（ピアノ）▽３月１日（日）

「トランペット＆ピアノコンサー
ト」山崎友加氏（トランペット）、
今井彩香氏（ピアノ）。各回午後２
時　￥前売・当日とも５００円（友
の会４００円）　
備全席自由

施設 もりナビ
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施設案内
時日時　内内容　場場所　対対象　定定員　申申し込み　講講師
￥費用　保一時保育　持持ち物　備備考　注注意事項　提提出　
問問合せ　℡電話番号　7 フリーダイヤル　FAX ファクス　 メール
配配布　HPホームページ　※無料の場合は掲載を省略しています。

中 央 公 民 館
☎０６－６９９１－０３１８

◆ママカフェ　時１月２7日（火）午
前１０時３０分　内幼稚園児・小学
生の子を持つママのためのしゃべ
り場です　定先着１０人　申受付
中
◆おはなし劇場　時１月１６日（金）
午前１１時　内パネルシアター「ま
んまるさん」ほか　対１歳からの
幼児と保護者　講朗読ボランティ
アサークル「こまどり」　定先着２０
組　申受付中（当日も可）
◆精神障がい者と共生する地域づ
くり講座「共に生きる『居場所』づ
くり」　時１月１８日（日）午後２時　
講守口長尾会クリニック院長・野
村吉宣氏　定先着３０人　申受付
中
◆ＩＴサポートセンター「パソコ
ンの初心者の指導・操作相談（入
門程度）」　時１月２３日（金）午後１
時３０分　講サークルＩＴボラン
テ ィ ア・ ネ ッ ト　 定 先 着１０人　
申１月６日（火）から
◆「地方財政」入門講座　時▽２月
７日（土）午後１時～５時▽８日（日）
午前１０時～正午　内地方財政の
用語説明から守口市の財政資料を
使っての財政の見方を学ぶ　講都
留文科大学講師・大和田一絋氏　
定先着１５人　申１月６日（火）から

三 郷 公 民 館
☎０６－６９９2－8616

◆三郷公民館活動推進委員会企画
講座「趣味生活講座～手打ちそば
教室～」　時１月２５日（日）午前１０
時　講料理家・寺田昭弘氏ほか１
人　￥500円　持タオル、三角き
んまたはバンダナ、エプロン、持
ち帰り用袋　定先着20人　申１月
６日（火）から材料費を添えて

庭 窪 公 民 館
☎０６－6902－0580

◆よくわかる税の基礎知識　時１
月２１日（水）午後１時３０分　内所
得税・相続税について、税のエキ
スパートたちがわかりやすくお教
え し ま す　 講 門 真 税 務 署 職 員　
定先着４０人　申１月６日（火）から
◆絵本の広場　時１月２９日（木）午
前１０時　対１歳からの幼児と保護
者　講絵本の読み手サークル「わ
くわく」　定先着２０組　申受付中

（当日も可）

庭窪公民館分室
☎０６－６９0１－2200

◆絵本の広場　時１月３０日（金）午
前１０時３０分　対１歳からの幼児
と保護者　講絵本の読み手サーク
ル「 わ く わ く 」　 定 先 着２０組　
申受付中（当日も可）

東 部 公 民 館
☎０６－６９02－5500

◆知って得する子育て講座～あな
たを変える７つの法則～　時１月
23日（金）・30日（金）、２月３日

（火）午前９時３０分　対子育て中の
親、子どもの成長に関わる人　講

ｏｇｇｉヒューマンネット・ペア
レントトレーナー・深田恵美氏　
定先着３０人　申１月６日（火）から
同館へ直接または電話　保１歳以
上、要申込

南 部 公 民 館
☎０６－６９97－4120

◆南部公民館活動推進委員会企画
講座「衣類のリフォーム教室～古

布で作るネックウォーマー＆メガ
ネケースなどが入る小物入れ～」　
時２月３日（火）・１０日（火）いずれ
も午後１時３０分　講布と遊ぶ主
宰・辻千代子氏　￥１,６００円　定

先着２０人　持裁縫道具一式　申１
月６日（火）から材料費を添えて

八 雲 東 公 民 館
☎０６－６９06－6300

◆八雲東公民館活動推進委員会企
画「わくわくバレンタイン♥楽し
いチョコレートづくり」　時２月７
日（土）午後２時　対小・中学生

（小学校低学年は保護者同伴）　
講守口門真地域活動カリフラワー
の 会・ 栄 養 士　 定 先 着１５人　
￥６００円　持三角きん、エプロン、
タオル　申１月６日（火）から参加
費を添えて

錦 公 民 館
☎０６－6991－1548

◆おはなし劇場　時１月３１日（土）
午前１０時　内エプロンシアター

「アンパンマン」ほか　対１歳から
の幼児と保護者　講朗読ボラン
ティアサークル「こまどり」　定先
着２０組　申受付中（当日も可）

北 部 公 民 館
☎０６－６９06－5400

◆北部公民館活動推進委員会企画
講座「スポーツ講座～ニュース
ポーツ教室～」　時１月２４日（土）
午前１０時　対小学生から高齢者
まで　講市生涯スポーツディレク
タ ー　 定 先 着４０人　 持 上 靴　
注運動のできる服装　申１月８日

（木）から
◆趣味生活講座「お菓子作り教室
～バレンタイン・簡単！チョコ
ムースケーキ～」　時２月７日（土）
午前１０時　講管理栄養士・橋本

施設もりナビ
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シーアップ講習会を受講した人は
２５０円）、市内小中学生１５０円、
市外者倍額　持体育館シューズ、
ラケット、ボールなど　申当日利
用券を購入し窓口
◆フィットネスルーム利用講習会

（２月分）　時３日（火）・１７日（火）
午後７時、１４日（土）・２８日（土）
午前１０時４５分　内フィットネス
ルームの利用方法およびトレーニ
ング器具の使用法ほか　対中学
校卒業以上の人　講㈱ミズノ指導
員　￥２,000円　定各先着１１人　
申随時
◆ヘルシーアップ講習会（２月分）　
時１４日（土）午前９時３０分　対市
内在住・職・学の中学校卒業以上の
人　講㈱ミズノ指導員　￥１,２００
円　定先着１０人　申随時

募　集
★要約筆記ボランティア養成講座
受講生　内聴覚に障害のある人な
どに文字で情報を伝えるボラン
ティアを養成　時１月２０日～３月
１０日（毎週火曜日・全８回）午後
１時３０分～４時　場土居会館（市
障害者・高齢者交流会館隣）１階　
対講座終了後ボランティア活動の
できる市内在住・職の人　￥８００
円　定先着２０人　申・問守口障害
者生活支援事業所「みみ」　℡０６-
６９９３-９６４０　FAX０６-６９９３-９６４７

（火・木・金・土曜日午前１０時～
午後５時、水曜日午後２時～８時）
★放送大学４月入学生　出願期間　
３月２０日（金）まで　備放送大学
は、テレビなどの放送やインター
ネットを通じて学ぶ通信制の大学
です。資料は無料で、当ホーム
ページでも請求できます。　問放
送大学大阪学習センター　℡０６-
６７７３-６３２８

催　し
★認知症見守り教室「認知症サ
ポーター養成講座～認知症の症状
と心情を学びましょう～」　時１

月２２日（木）午後１時３０分　場東
公民館　講認知症キャラバンメ
イ ト・ 松 村 薫 氏　 定先 着４０人　
申・問守口第１地域包括支援セン
ター　℡０６-６９０４-８９００
★介護予防教室「自分で動かせる
カラダ作りと免疫の低下を防ぐ
呼吸法～いつまでも自分の脚で
若々しく～」　時１月１６日（金）午
後１時３０分　場北部公民館　講ヨ
ガ イ ン ス ト ラ ク タ ー・ 櫻 井 有
紀 氏　 ￥７００円　 定 先 着２０人　
申・問守口第３地域包括支援セン
ター　℡０６-６９０８-２８０８
★公開講座「笑いでココロとカ
ラダを整える～スマコロジーの
すすめ～」　時２月１０日（火）午
後２時３０分（開場午後１時３０分）　
場追手門学院大阪城スクエア６
階　講桂春蝶氏　定先着４００人　
申・問１月３０日（金）までに、府社
会保険労務士会　℡０６-４８００-
８１８８　FAX０６-４８００-８１７７
★森の写真会～くつきの森をすて
きに撮ろう！～　内澄み渡った冬
の景色を、デジカメで撮影しませ
んか。写真は、印刷してポストカー
ドに仕上げます。撮影後は、薪ス
トーブでゆっくり温まってくださ
い　時２月８日（日）午前１０時　場

高島市森林公園「くつきの森」　定

先着３０人（小学生以下は保護者同
伴 ）　 ￥５００円　 申・問２月１日

（日）までにファクスまたはメール
で、 森 林 公 園 く つ き の 森　
℡０７４０-３８-８０９９　 FAX０７４０-３８
-８０１２　 asosatoyama@zb.z
tv.ne.jp　持昼食、デジカメ
★大阪発、公園からの健康づくり

「はじめてのノルディックウォー
ク教室ｉｎ淀川河川公園」　時１
月２５日（日）、２月２２日（日）午前
１０時～１２時（午前９時３０分受付）
※雨天決行　場守口サービスセン
ター１階「やすらぎの間」　対小学
生以上で、身長１４０cm以上の人　
￥各回５００円（スポーツ傷害保険
料を含む）　定各日先着３０人（定

員になり次第締め切り）　申・問淀
川河川公園事務所守口サービスセ
ンター　℡０６-６９９４-０００６

その他
★振り込め詐欺に注意！
～還付金詐欺被害や警察官を
　かたる不審電話が急増！～
　犯人は、市役所や社会保険事務
所の職員を名乗り「医療費の過払
い金があるので、コンビニやスー
パーなどのＡＴＭに行ってくださ
い」と電話をかけてきます。ＡＴ
Ｍで医療費や税金の返金手続きは
できません。「こちらの言うとお
りに入力すれば、お金が返ってく
る」は詐欺です。また、警察官を
かたり「あなたの口座が悪用され
た」などと不安をあおり、キャッ
シュカードや金銭をだまし取ろう
とする不審電話も多発しています。
　お金が返ってくるなどの怪しい
電話があれば、すぐに警察へ通報
してください。さらに、レターパッ
クや宅配便で現金を送らせる手口
の詐欺も急増しています。どんな
名目であれ「レターパック、宅配
便で現金送れ」は、すべて詐欺の
手口です。レターパックや宅配便
で現金を絶対に送らないようにし
てください。
問大阪府警察本部府民安全対策課
℡０６-６９４３-１２３４
★安まちメールをご存知ですか
　安まちメールは、ひったくりや
子どもに対する声かけ、女性に対
する性犯罪情報を、警察署から電
子メールでタイムリーにお知らせ
するシステムです。配信種別や受
信時間、受信地区を設定できます

（登録無料、通信料は自己負担）。
皆さんも、安まちメールを活用し
て、上手に防犯しませんか。
問大阪府警察本部府民安全対策課
℡０６-６９４３-１２３４
HPhttp://www.info.
police.pref.osaka.
jp/userMenu.do

募集・催し・その他 もりナビ
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施設案内
時日時　内内容　場場所　対対象　定定員　申申し込み　講講師
￥費用　保一時保育　持持ち物　備備考　注注意事項　提提出　
問問合せ　℡電話番号　7 フリーダイヤル　FAX ファクス　 メール
配配布　HPホームページ　※無料の場合は掲載を省略しています。

ム ー ブ 2 1
（生涯学習情報センター）
☎０６－６９05－3921

◆もりぐち市民大学講座２０１４
（後期）　▽時１月２４日（土）午後２
時「金子みすずの詩で綴る、癒し
のギター」　講僧侶ギタリスト・
古川忠義氏▽時２月１４日（土）午後
２時「浪曲ＲＯＣＫ　ＹＯＵ！」　講浪曲
師・春野恵子氏　￥ １回５００円　
申受付中
◆手芸講座～楽しい雑貨をつくり
ま し ょ う！！～　 時 １月３１日

（土）、２月７日（土）・１４日（土）い
ずれも午後２時（全３回）　￥１回
１,２００円、２回２,２００円、３回
３,000円　注１回のみ参加可
◆ヴァレンタイン・トゥインクル
コンサート　時２月８日（日）午後２
時　￥前売１,000円、当日１,２００
円（友の会１００円引き）　備出演・
辺見康孝氏（ヴァイオリン）、松村
多嘉代氏（ハープ）。全席自由

エナジーホール
（守口文化センター）
☎06－6992－1276

◆ＤＶＤ落語会～桂米朝・桂枝雀
～　時１月２４日（土）午前１０時３０
分　場２階図書室
◆エナジーピアノリレー「スタイ
ンウェイを弾こう」　時３月２８日

（土）午前１０時開演　定先着６０人
程度　￥５分以内・１,000円、１２
分 以 内・２,000円　 申１月９日

（金）から同館（木曜日は休館。電
話申込不可）　備エナジーホール

が誇る世界の名器“スタインウェ
イ”で、あなたも名ピアニストに
なりません
か　注応募
資格・幼児
以上。定員
になり次第
締切
◆筝曲（そうきょく）教室　～初心
者歓迎～　時毎週土曜日午後１時　
￥月額７,000円　講大阪音楽大学
名誉教授・中島警子氏　備親子、
小・中学生コースもあり（２,000
円～）　注入会金あり（友の会入会
で免除）
◆ジャズダンス教室（女性のみ）　
～初心者歓迎～　時月・水曜クラ
ス各曜日午後７時　講元宝塚歌劇
団・江里美幸氏　￥月額６,000円　
備入会金あり（友の会入会で免
除）。見学・無料体験随時実施

市 民 体 育 館
☎０６－６９９2－8201

◆平成２６年度もりぐちソフトバ
レーボール大会（クラス別リーグ
トーナメント）　時▽３月７日（土）
女子２部、混合１・２部▽８日（日）
男子・女子１部いずれも午前９時　
対中学生以上の人で、２部は試合
当日時点で４０歳以上　定各チー
ム５～８人で、女子２部、混合１・
２部（男女各２人以上）は先着８０
チーム、男子・女子１部は先着
１１０チーム　￥３,000円　申１月
１１日（日）～ ３１日（土）に参加費
を添えて
◆エヴェッサチアダンススクール　
時１月１６日（金）～２月２７日（金）
▽４歳～小学３年生（キッズ）＝午
後６時▽小学４年生～中学生（ジュ
ニア）＝午後７時１０分　講大阪エ
ヴ ェ ッ サ ス ポ ー ツ ク ラ ブ　
￥７,５００円　定各クラス先着２０
人　申１月１０日（土）午前９時から

◆インドアテニス教室　時月曜日
コース＝２月９日～３月２３日、火
曜日コース＝２月１０日～３月２４
日、木曜日コース（時間は⑥のみ）
＝２月５日～３月２６日①午前９時
３０分②午前１１時１０分③午後１時
２０分④午後３時⑤午後５時４０分⑥
午後７時２０分（いずれも初心・初
級・中級クラスあり）　対中学生
以上の人　講Ｍ・Ｓテニスカレッ
ジ指導員　￥１１,３４０円、年会費
５,６６０円（１年間有効）　定各若干
人　申随時受付中
◆インドアテニス教室ジュニア
コース　時月曜日コース＝２月９
日～３月２３日、火曜日コース＝２
月１０日～３月２４日。いずれも午
後４時３５分　対小学生　講Ｍ・Ｓ
テニスカレッジ指導員　￥７,２１０
円　定各クラス若干人　申随時受
付中
◆インドアテニス教室キッズコー
ス　時２月５日～３月２６日毎週木
曜日▽４歳～小学１年生未満クラ
ス＝午後４時１０分▽小学１・２年
生クラス＝午後５時１０分　対４歳
～小学２年生　講Ｍ・Ｓテニスカ
レッジ指導員　￥７,２１０円　定各
クラス若干人　申随時受付中
◆スキルアップスクール（運動能
力育成プログラム）　時小学１年
生クラス＝２月９日～３月２３日毎
週月曜日午後４時３５分、小学２・
３年生クラス＝２月１０日～３月２４
日毎週火曜日午後４時３５分、小学
４～６年生クラス＝２月５日～３月
２６日毎週木曜日午後６時１０分　
講 幼 児 体 育 初 級 公 認 指 導 員　
￥ ７,２１０円　 定 各 ク ラ ス１０人　
申随時受付
◆一般開放（２月分）　時卓球　２6
日（木）正午～午後２時３０分（利用
時間には準備、清掃、後片付けを
含む）　￥市内一般３００円（ヘル

施設もりナビ
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「
第
２９
回
守
口
市
民
ま
つ

り
」
が
１１
月
１
日
・
２
日
の

２
日
間
、
京
阪
守
口
市
駅
周

辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
日
、
前
日
祭
で
は
飲
食

店
の
出
店
や
、
バ
ン
ド
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
る

中
、
光
輝
く
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
点
灯
さ
れ
ま
し

た
。

　
２
日
は
、
新
し
い
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
ア
メ
フ
ト
チ
ー
ム

の
魅
力
に
触
れ
た
り
、
ダ
ブ

ル
ダ
ッ
チ
に
参
加
す
る
イ
ベ

ン
ト
や
毎
年
恒
例
の
カ
ラ
オ

ケ
大
会
、
市
美
術
展
覧
会
優

秀
作
品
や
昔
遊
び
、
物
産
展

や
飲
食
店
な
ど
で
、
連
日
と

も
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
、

人
と
人
と
の
繋
が
り
を
感
じ

た
お
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

みんなで創って
　未来（あした）につながりを

感じたよ！！　　　　　　　　

第29回 守口市民まつり

カメラアイもりアイ カメラアイ もりアイ
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１１
月
８
日
、
ム
ー
ブ
２１
で
市

中
学
生
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
中
学
校
か
ら
の
代
表
２０

人
の
ほ
か
、
第
三
中
学
校
夜
間

学
級
生
や
国
際
交
流
協
会
日
本

語
学
習
者
に
よ
る
ゲ
ス
ト
ス

ピ
ー
チ
も
あ
り
ま
し
た
。

　
中
学
生
た
ち
は
、
普
段
感
じ

た
こ
と
や
夢
、
目
標
な
ど
を
話

し
、
場
内
の
人
た
ち
は
、
そ
の

熱
い
思
い
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

優
勝
し
た
磯
山
来
実
さ
ん

（
第
二
中
３
年
）
を
は
じ
め
入

賞
し
た
生
徒
に
は
、
神
谷
慶
子

同
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会
代

表
ら
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

～
中
学
生
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
～

私
た
ち
の
思
い
を

　

聞
い
て
く
だ
さ
い
！

　

お
お
く
ぼ
・
と

う
だ
幼
稚
園
合
同

で
１０
月
３０
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
２
回
目

に
な
り
ま
す
が
、
晴

天
に
恵
ま
れ
て
、
幼

稚
園
児
６０
人
が
元

気
良
く
活
動
。
仮
装

し
た
先
生
や
手
作
り

の
衣
装
に
身
を
包
ん

だ
園
児
た
ち
で
、
園

庭
が
歓
声
や
笑
顔
で

華
や
か
に
彩
ら
れ
ま

し
た
。

ハロウィンパーティーで
盛り上がったよ！

おおくぼ・とうだ幼稚園合同

カメラアイもりアイ
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「
い
い
夫
婦
の
日
」
で
あ
る
11

月
２２
日
を
記
念
し
て
、
京
阪
守
口

市
駅
前
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ス
ク
ウ
ェ

ア
で
、「
い
い
夫
婦
フ
ェ
ス
タ
２

０
１
４
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
１４
組
の
夫
婦
が
応
募
さ
れ
、
西

端
勝
樹
市
長
、
和
仁
春
夫
市
議
会

議
長
と
一
緒
に
、
記
念
撮
影
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
そ
れ
ぞ
れ

の
夫
婦
が
思
い
出
を
語
り
、
翌
日

（
１１
月
２３
日
）
に
結
婚
式
を
迎
え

る
１
組
は
、
幸
せ
い
っ
ぱ
い
で
多

く
の
人
に
祝
福
さ

れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で

は
歌
や
踊
り
の

催
し
と
、
た
く

さ
ん
の
模
擬
店

が
並
び
、
多
く

の
人
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
し

た
。

「
い
い
夫
婦
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
」

い
い
夫
婦
記
念
イ
ベ
ン
ト
！

　
中
央
公
民
館
で
昨
年
１０
月
か
ら
開
催
し
た

「
文
章
教
室
―
自
分
史
・
エ
ッ
セ
イ
を
書
く
」

は
、
全
６
回
を
終
え
、
受
講
生
に
よ
る
『
作

品
文
集
・
菊
だ
よ
り
』
を
発
行
し
ま
し
た
。

　　
講
師
に
は
、
作
家
で
あ
り
、
大
阪
文
学
学

校
の
講
師
で
も
あ
る
日
野
範
之
氏
を
迎
え
、

わ
か
り
や
す
い
指
導
と
励
ま
し
で
１１
人
が
作

品
を
書
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
教
室
で
級

長
を
さ
れ
た
鈴
木
宏
和
さ
ん
は
「
こ
の
文
集

を
励
み
に
、
サ
ー
ク
ル
を
つ
く
り
、
書
き
続

け
た
い
」
と
、
今
後
の
抱
負
を
語
ら
れ
ま
し

た
。

　
文
集
は
、
各
公
民
館
図
書
室
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

「作品文集・菊だより」

自分史・エッセイの
『作品文集』ができました

カメラアイもりアイ カメラアイ もりアイ
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１１
月
５
日
、
ふ
れ
あ
い

大
久
保
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
委
員
長
・
瀧
井
喜
男

一
氏
）
か
ら
、
大
久
保
小

学
校
２
・
３
年
生
と
来
年

度
の
新
１
年
生
に
防
犯

ブ
ザ
ー
（
２１３
個
）
の
贈

呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
大
久
保
校

区
の
安
全
・
安
心
で
き

る
町
づ
く
り
の
一
つ
と

し
て
、「
地
域
の
子
ど

も
た
ち
の
安
全
は
地
域

で
守
っ
て
い
き
た
い
」
と

の
願
い
か
ら
贈
呈
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
早
速

ブ
ザ
ー
の
使
い
方
を
教
わ

り
ま
し
た
が
、
使
わ
ず
に

済
む
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

し
た
。

投
稿
・
ふ
れ
あ
い
大
久
保

ま
つ
り
実
行
委
員
会

大
久
保
小
学
校
の
生
徒
に
防
犯
ブ
ザ
ー
贈
呈

地
域
で
守
る
子
ど
も
た
ち
の
安
全

　

１１
月
１６
日
、
京
阪
守
口
市
駅

前
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ス
ク
ウ
ェ
ア
で
、

（
公
財
）市
国
際
交
流
協
会
主
催

「
第
１０
回
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ｕ
C
Ｈ
Ｉ
２

０
１
４
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
（
駅
前
道
路

休
憩
施
設
）で
は
、和
太
鼓
演
奏
、

ジ
ャ
ズ
演
奏
、
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ダ
ン
ス
な
ど
国

際
色
豊
か
な
ス
テ
ー
ジ
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、エ
ス
ニ
ッ
ク
フ
ー
ド

と
し
て
イ
ン
ド
、ト
ル
コ
、中
国
な

ど
各
国
の
料

理
が
味
わ
え

る
ほ
か
、ふ

れ
あ
い
コ
ー

ナ
ー
、
展
示

コ
ー
ナ
ー
も
設

け
ら
れ
1
日
中
多

く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ふ
れ
あ
う
世
界
の
輪

カメラアイもりアイ
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１１
月
１５
日
・
１６
日
の
２
日
間
、
神
木
地

区
町
内
会
の
集
会
所
に
お
い
て
「
第
４
回

　
街
の
ア
ー
ト
ク
ラ
フ
ト
展
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
町
会
に
は
、
多
彩
な
趣
味
を
持
つ
人

が
多
数
お
ら
れ
、
隔
年
開
催
の
ア
ー
ト
ク

ラ
フ
ト
展
を
出
展
者
・
来
館
者
と
も
心
待

ち
に
し
て
い
ま
す
。

　
木
彫
り
、
編
み
物
、
書
道
、
写
真
、
俳

画
な
ど
多
種
多
様
で
、
毎
回
「
販
売
し
て

も
ら
え
な
い
か
」
と
問
い
合
わ
せ
が
あ
る

ほ
ど
、
玄
人
は
だ
し
の
作
品
が
出
展
さ
れ

ま
し
た
。

　
鑑
賞
後
は
、
集
会
所
２
階
で
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
み
つ
つ
談
笑
し
て
い
た
だ
き
、
盛
況

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

投
稿
・
神
木
地
区
町
内
会

　
１１
月
１２
日
、「
お
お
さ
か
ふ

み
ん
ネ
ッ
ト
」
が
大
久
保
地
域

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
府
と
北
河
内
７
市
が
連
携
協

力
し
た
広
域
講
座
も
今
年
度
で

１５
回
目
と
な
り
、
７
市
で
公
募

し
た
参
加
者
約
１００
人
は
、
弥
治

右
衛
門
記
念
碑
や
も
り
ぐ
ち
歴

史
館「
旧
中
西
家
住
宅
」な
ど
、

数
か
所
の
旧
跡
、
名
所
を
元
気

に
見
て
回
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
中
西
家
の

柱
が
す
ご
い
で
す
ね
」「
内
部

見
学
が
で
き
た
の
が
よ
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

講座や大久保地域の名所を巡る

聞く・見る・歩く！
「おおさかふみんネット」開催

「
第
４
回 

街
の
ア
ー
ト
ク
ラ
フ
ト
展
」

達
人
の
名
作
が
一
堂
に
集
結

　
１１
月
１
日
、
梅
北
亘
さ
ん
（
祝
町
在

住
、
京
都
共
栄
学
園
高
等
学
校
３
年
）

が
守
口
市
役
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
梅
北
さ
ん
は
、
平
成
26
年
度
全
日
本

ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
体
重
別
選
手
権
で
優
勝

し
、
１０
月
２２
日
に
日
本
代
表
と
し
て
出

場
し
た
、
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
５５
㎏

級
（
ア
メ
リ
カ
・
フ
ォ
ー
ト
ロ
ー
ダ
ー

デ
ー
ル
で
開
催
）
で
も
見
事
に
優
勝
し

ま
し
た
。

　
得
意
技
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
袖
釣
り

込
み
腰
で
、今
回
の
優
勝
を
決
め
ま
し
た
。

　
西
端
勝
樹
市
長
は
「
優
勝
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」と
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

梅北亘さん（京都共栄学園高等学校３年）

柔道世界一誕生！

カメラアイもりアイ カメラアイ もりアイ



39

【解答】

＜解答１＞

＜解答２＞
①ヤギを連れて、向こう岸にまず渡ります。
②男だけで、戻ります。
③オオカミをつれて、向こう岸に渡り、
ヤギを連れて戻ります。
④ヤギをおいて、キャベツをもって向こ
う岸に渡ります。
⑤男だけで戻ります。
⑥ヤギを連れて、向こう岸に渡れば、無
事３つとも渡すことができます。
　残しておいて大丈夫なのは、オオカミ
とキャベツの組み合わせです。他の方法
もありますので、チャレンジしてみましょ
う。

　

１１
月
２
日
、
第
１８
回
大
阪
・
淀

川
市
民
マ
ラ
ソ
ン
が
淀
川
河
川
敷

公
園
（
外
島
町
）
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
全
国
か
ら
市
民
ラ
ン
ナ
ー
１
万

４
千
人
が
参
加
し
て
、
午
前
９
時

に
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
同
9
時
４０

分
に
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
、
午
後
１
時

に
１０
㎞
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
時
お
り
小
雨
が
降
る
天

気
で
し
た
が
、
ラ
ン
ナ
ー
は
元
気

に
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
力
走
し
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
も
シ
ド
ニ
ー
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
Ｑ

ち
ゃ
ん
（
高
橋
尚
子
さ
ん
）
が
特

別
参
加
さ
れ
、
コ
ー
ス
上
で
ラ
ン

ナ
ー
た
ち
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
し
、
激

励
し
て
大
い
に
大
会
は
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

～
第
１８
回 

大
阪
・
淀
川
市
民
マ
ラ
ソ
ン（
淀
川
河
川
敷
公
園
）～

Ｑ
ち
ゃ
ん
（
高
橋
尚
子
さ
ん
）
と
ハ
イ
タ
ッ
チ

カメラアイもりアイ
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「広報もりぐち」リニューアル………………………
地元の商工業をかわいがってください………
                               　 　　～商工業を支える～
産業の発展が市の発展へ…………………………

もりトピ［税・保険、福祉・健康、くらし・環境
安全・安心、子育て・教育、クイズ］……

もりナビ［施設案内・募集・催し］………………………
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２・３
４・５
６・７

８

９～28
29～33
34～39

もりぐち歴史館「旧中西家住宅」…………
守口市成人式……………………………

Ｃ
Ｄ

守口市こども会駅伝競走大会……………
市民まつり………………………………

Ａ
Ｂ

ところ 市役所　１号別館１階　市民相談コーナー

相談内容 と　き
（祝日は除く） 人数 時間 予約 受付 その他

法律
弁護士 毎週木曜日　　  13：00～16:30 先着

14人
１人
30分 ○ 前日の13:00～

前日が休日の時は当日の9:00～ 同一内容の相談
は原則１回です司法書士 毎月第2・3・4火曜日

13:00～16:00
先着
14人

１人
25分 ○ 前週の火曜日　13:00～　

受付が休日の時は翌開庁日の13:00～

登記
司法書士

毎月第2水曜日  13:00～15:00

先着
4人

１人
30分 ○ 前日の13:00～

前日が休日の時は当日の9:00～土地家屋
調査士

先着
4人

１人
30分 ○

税務 税理士 毎月第2金曜日  13:00～16:00 先着
6人

１人
30分 ○ 前日の13:00～

前日が休日の時は当日の9:00～

行政相談 毎月第2火曜日  10:00～12:00 ○ 予約は前日までに

問合先 広報広聴課　℡ 06－6９９２－１３５３ または ℡ 06－6９９２－１３５６

心配ごと 毎週月曜日　　  13:00～16:00 × 当日、市民相談コーナーへ 1月５日（月）は
休み

問合先 社会福祉協議会　℡ 06－6９９２－２７１５

介護保険苦情 毎月第2水曜日  14:00～16:00 ○ 予約は前日までに

問合先 くすのき広域連合　℡ 06-6９９５－１５１６　　　　守口支所高齢介護課内　℡ 06-6９９２－２１８０

女性の悩み 毎月第1～4火曜日
13:00～16:00 ○ 予約は前日までに

人　権

毎週月・水・金曜日
9:00～12:00

毎週木曜日 13:00～16:00
× 当日、市民相談コーナーへ

毎月第3木曜日 10:00～12:00 × 菊水老人福祉センターへ
問合先 人権室　℡ 06-6９９２－１５１２

精神保健福祉 毎週水曜日       10:00～16:00 ○ 予約は前日までに

問合先 障害福祉課　℡ 06-6９９２－１６３５

ところ 大日サービスコーナー［イオンモール大日内］※相談時間内に利用してください。

相談内容 と　き
（祝日は除く） 人数 時間 予約 受付 その他

心配ごと 毎週木曜日       13:00～16:00 × 当日、サービスコーナーへ 1月８日（木）・
15日（木）は休み

問合先 社会福祉協議会　℡ 06-6９９２－２７１５

進路選択支援
１月９日・16日・23日・30日
各金曜日

14:00～18:00

※�進学意欲を持ちながら、家庭事情や経済的な理由で就学することが難しい生
徒や保護者を対象に、進路選択支援相談員が、進路や奨学金などの相談や必
要な情報を伝える窓口を設置しています。

問合先 市教委・学校教育課　℡ 06-6９９５－３１５１

時日時　内内容　場場所　対対象　定定員　申申し込み

講講師　￥費用　保一時保育　持持ち物　備備考　注注意事項

提提出　配配布　問問合せ　℡電話番号　FAX ファクス　
メール　HPホームページ　※無料の場合は掲載を省略しています。

市民相談（1月分）
～日常生活のさまざまな問題や悩みの相談に応じています～ 《秘密厳守・無料》

あ
が

と
き

誌面の中で、左記のマークが付いている
写真にスマートフォンをかざすと、動画
が流れます。
[今月号は５ページにあります]

　動画を見るにはＡＲ（拡張現実）のアプリケーショ
ンのダウンロードと、守口市チャンネルの登録が必
要です。
　詳しくは市ホームページ「デジタルコンテンツ」の
ページをご覧ください。

初めて特集を組んでみて、改めて広報誌づ
くりの「面白さ」と「難しさ」を実感しまし
た。常に誌面は「やさしく」「読みやすく」

作るように心がけていますが、これがなかなか難し
い。いろいろな人の協力を得ながら一生懸命がんば
りましたが、特集記事は、市民の皆さんの心に届き
ましたか…

広報広聴課　有光


